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シリアにおける
クルド民族主義政党・政治組織（補足）

－ハリーリー元首相暗殺に伴う政情変化のなかで（2005年）－

研 究 資 料

青山弘之

はじめに

本研究資料は，本誌第39号（2005年 7月）と第

40号（2006年 1月）に掲載した「シリアにおける

クルド民族主義政党・政治組織」［青山2005b ;

2006b］の補足稿であり，2005年におけるシリア

のクルド民族主義勢力の動静を紹介することを

目的としている。

この年に発生したレバノンのラフィーク・ハ

リーリー（Raf l̄q al¯H˙
arl̄rl̄）元首相暗殺事件（2005

年 2月14日）は，シリアをめぐる政治情勢に大き

な変化をもたらした。そしてこの変化は，バッ

シャール・アサド（Bashshār al¯Asad）政権に対す

る国際社会の非難を一気に強めるとともに，ク

ルド民族主義勢力を含むシリアの反政府勢力を

再活性化させた。

こうした事情を踏まえ，本稿ではまず第1節

で，シリアをめぐる政治情勢，とりわけシリア

の対レバノン政策に対する国連（米仏）の攻勢と

アサド政権の対応を概観する。次に第2節で，

ハリーリー元首相暗殺後の政情変化のなかで，

シリアの反政府勢力がどのような活動を展開し

たのかをみる。そのうえで第3節で，クルド民

族主義勢力に属す政党・政治組織，政治同盟の

活動を具体的に解説する。そして，「結びにかえ

て」で，2005年のクルド民族主義勢力の活動が

いかなる特徴・傾向をもっていたかを明らかに

する。

1 シリアをめぐる政治情勢

米仏，そして国連によるシリア批判は，2004年

に激しさを増し，2005年 2月のハリーリー元首

相暗殺をもって一気に本格化，アサド政権を政

治的危機に陥れるとともに，シリアの反政府勢

力の再活性化を促した。そこで本節では，クル

ド民族主義勢力を含むシリアの反政府勢力の活

動をみる前段階として，2004年半ばから本稿脱

稿時（2006年 3月）までの政治情勢の変化を三つ

の局面に分けて概説する（注１）。

１．第1局面（2004年9月～2005年4月）

第 1局面は，レバノン「占領支配」への批判

が国際社会とレバノン国内で高まり，アサド大

統領がレバノン駐留シリア軍の完全撤退を余儀
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なくされた時期である。この局面は，2004年 9

月 2日の国連安保理決議第1559号の採択ととも

に始まった。レバノンのエミール・ラッフード

（Iml̄l Lah
˙
h
˙
ūd）大統領の任期延長を内政干渉と批

判する米仏のイニシアチブのもとで採択された

同決議は，レバノンでの「自由で公正な選挙」

の実施を支持し，「すべての駐留外国軍の撤退」，

「レバノン人および非レバノン人の民兵組織の

武装解除と解体」などを求めていた（注２）。

国連決議を通じた米仏の圧力に対して，アサ

ド政権は当初，シリア軍の段階的な部分撤退（注３）

で事態を乗り切ろうとした。だが，2005年 2月14

日のハリーリー元首相暗殺を機に，同政権はこ

うした「付け焼き刃」的な措置では対処しきれ

ないほどの激しい攻勢にさらされた。すなわち，

事件をシリアの犯行と断じるレバノンの反シリ

ア勢力が民衆を動員するかたちで「独立インテ

ィファーダ」（intifād
˙
a al¯istiqlāl）を指導し，シリ

ア軍の即時完全撤退と主権回復を要求する一

方，米仏（そして国連）がこの動きに乗じるかた

ちでシリアへの批判を強めたのである。その結

果，シリアは30年近くに及んだ実効支配を断念

し，2005年 3月半ばから 4月下旬にかけて，駐留

シリア軍約 1万4000人を完全撤退させた（注４）。

２．第2局面（2004年4～10月）

第 2局面は，レバノン「占領支配」に代わっ

て，ハリーリー元首相の暗殺容疑がシリア・バ

ッシングの中心に据えられていった時期であ

る。この局面は，ハリーリー元首相暗殺事件を

調査するための国連国際独立調査委員会（the UN

International Independent Investigation Commission :

以下，UNIIIC）の設立を定めた国連安保理決議第

1595号の採択（2005年 4月 7日）をもって開始さ

れた（注５）。

2005年 6月に正式に発足したUNIIIC（デトレ

ブ・メフリス〔Detlev Mehlis〕委員長，本部ベイル

ート郊外のモンテヴェルデ・ホテル〔Monteverde

Hotel〕）の調査は，反シリア勢力が主導するフア

ード・スィニューラ（Fu’ād al¯Sinyūra）内閣のも

と，レバノン国内では順調に進み，8月末には

シリアの実効支配を支えてきたとされる治安当

局前責任者 4人が逮捕された。しかし，シリア

において，UNIIICは積極的な調査協力を得られ

ず，9月下旬にシリア軍・治安組織高官約10人

の事情聴取を行なった以外になんの成果も上げ

ることはできなかった。

こうした事情もあいまって，10月 19日に

UNIIICが国連事務総長に提出した報告書（第 1

回報告書）は，ハリーリー元首相暗殺事件を政局

としてシリアに外交圧力をかけようとする米仏

の思惑を反映したような内容となった。すなわ

ち，同報告書は，「シリアとレバノンの治安当局

が関知せずに暗殺計画が実行された……とは考

えにくい」との前提のもと，シリアの有罪を推

定するとともに，「シリア政府による……実質的

協力の欠如が調査を妨げ，さまざまな……証言

から得られた情報の裏づけを困難にした」と指

摘し，アサド政権の非協力的態度を非難したの

である（注６）。

３．第3局面（2005年10月～）

第 3局面は，ハリーリー元首相暗殺事件への

関与の有無ではなく，UNIIICの調査へのアサド

政権の非協力的態度にバッシングが集中するな

かで，シリアと国連が一進一退の攻防を繰り広

げるようになった現在に至るまでの時期であ

る。この局面は，2005年10月31日の国連安保理
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決議第 1636号の採択をもって開始された。

UNIIICによる第 1回報告書提出を受けるかたち

で採択された同決議は，ハリーリー元首相暗殺

をあらためて「テロ」と認定し，その容疑者個

人に対する「制裁」（渡航制限，資産凍結）を国連

加盟国に求めた。また，12月15日まで活動期限

が延長されたUNIIICへの全面協力をシリアに要

求するとともに，「国連憲章第 7章に基づく」と

いう表現をもって，シリアがUNIIICに対して非

協力的な態度を続ければ，追加措置，すなわち

制裁もあり得ることを示唆した（注７）。

これに対して，アサド政権は，UNIIICとの協

力を任務とする特別司法委員会を新設し，調査

への全面協力を約束する一方で，UNIIICをおと

しめるような戦術に打って出た。例えば，11月

10日，アサド大統領本人がダマスカス大学講堂

で異例の演説を行ない，「［レバノンの一部の政治

家が］国民に嘘や偏見を押し売りし……欺いた

……。また［UNIIICの］調査を欺くことに尽力し，

それが真実に至ることを妨げた」［SANA 2005d］

と述べた。また，同月末には，ハリーリー元首

相暗殺へのシリア軍・治安組織の関与をUNIIIC

に証言した元諜報員フサーム・ターヒル・フサ

ーム（Husām T
˙

āhir Husām）に記者会見を行なわ

せ，レバノンでの身柄拘束中にサアドゥッディ

ーン・ハリーリー（Sa‘d al¯Dl̄n al¯H˙
arl̄rl̄，ハリーリ

ー元首相の二男）議員らレバノン政府高官から拷

問と脅迫を受け，虚偽の証言を行なったことを

「暴露」させた［Akhbār al̄ Sharq 2005r］。こうし

た撹乱戦術を前に，UNIIICはアースィフ・シャ

ウカト（Ās
˙
if Shawkat）少将（軍事情報局長，アサ

ド大統領の姉ブシュラー・アサド〔Bushrā al¯Asad〕

の夫）らの事情聴取を断念せざるを得なくなっ

た（注８）。

UNIIICの調査延長期間の終了とともに，国連

は安保理決議第1644号を採択（12月15日）した。

同決議は，UNIIICの任期を2006年 6月15日ま

で再度延長するとともに，3カ月ごとの報告を

UNIIICに求めることで，アサド政権の非協力的

態度を牽制した。また，「国際的な性格をもつ

法廷」の設置というレバノン政府（スィニューラ

内閣）の要請を承認し，事務総長に対して法廷

開設に向けた支援を求める一方，2004年10月 1

日（注９）以降のレバノンでの「テロ」に対するレ

バノン当局の調査へのUNIIICの技術支援を認

め，その活動範囲を拡大した（注10）。

この決議で，シリアはUNIIICの活動期限が終

了する2006年半ばまで制裁を猶予されはした。

だが2005年12月30日，アブドゥルハリーム・ハ

ッダーム（‘Abd al¯H˙
all̄m Khaddām）副大統領（外

務担当）（注11）がドバイの衛星テレビ局アル=ア

ラビーヤ（al¯‘Arabl̄ya）とのインタビューで，ア

サド政権との「絶縁」を宣言し，「治安当局であ

ろうがなかろうが，このような決定［ハリーリー

元首相暗殺］を単独で決定できる者などいない」

［Alarabiya.net 2005］と述べて事件へのアサド大

統領の関与を示唆すると，UNIIICによる協力要

請は再び厳しさを増した。このインタビューを

受け，UNIIICはアサド大統領とファールーク・シ

ャルア（Fārūq al¯Shar‘）外務大臣（兼副首相）（注12）

に対する事情聴取を正式に要請したのである

［Akhbār al̄ Sharq 2006］。

2006年 1月にUNIIICの新委員長に就任したセ

ルゲ・ブランメルツ（Serge Brammertz）判事は，シ

リアの高官への事情聴取を最重要視していると

言われ［El Rafei 2006］，国際社会におけるシリ

ア・バッシングは予談を許さない状態が続いた。
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表　2005年に活動が確認された主な反政府組織のイデオロギー・政治潮流

イデオロギー・政治潮流 政治組織

アラブ民族主義〈バアス主義〉 アラブ社会主義者運動（H
˙

araka al¯Ishtirākl̄yl̄n al¯‘Arab）アブドゥルガニー・アイヤーシュ（‘Abd al¯Ghanl̄ ‘Ayyāsh）
派―adh

アラブ社会主義バアス党民族指導部（al¯Qiyāda al¯Qawml̄ya）派（ミシェル・アフラク〔Ml̄shl̄l ‘Aflaq〕派）―adh

アラブ社会民主主義バアス党（H
˙

izb al¯Ba‘th al¯‘Arabl̄ al¯Ishtirākl̄ al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄）―adeh

民主統一バアス主義者連合（Tajammu‘ al¯Ba‘thl̄yl̄n al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄yl̄n al¯Wah

˙
dawl̄yl̄n）―h

〈ナセル主義〉 アラブ社会主義連合民主党（H
˙

izb al¯Ittih˙
ād al¯Ishtirākl̄ al¯‘Arabl̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄）―adh

〈市民社会組織・文化会議・
人権擁護団体〉

マルクス主義 共産主義行動党（H
˙

izb al¯‘Amal al¯Shuyū‘l̄）―deh

シリア民主人民党（H
˙

izb al¯Sha‘b al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Sūrl̄）―adeh

シリア民族主義 シリア民族社会党（al¯H˙
izb al¯Sūrl̄ al¯Qawml̄ al¯Ijtimā‘l̄）インティファーダ派（ Janāh

˙
al¯Intifād

˙
a）―e

イスラーム主義 シリア・ムスリム同胞団（ Jamā‘a al¯Ikhwān al¯Musliml̄n fl̄ Sūriyā）―h

クルド民族主義 クルド・シリア民主合意―egh

クルド・シリア民主党―e

シリア・クルディスターン民主パールティー―fg

シリア・クルド・アーザーディー党―b

シリア・クルド・イェキーティー党―dg

シリア・クルド国民民主党―bdh

シリア・クルド左派党イブラーヒーム派―bdeh

シリア・クルド左派党ムラード派―d

シリア・クルド進歩民主党ダーウド派―bdeh

シリア・クルド進歩民主党ダルウィーシュ派―cdh

シリア・クルド人民連合党―d

シリア・クルド民主党（アル・パールティー）イブラーヒーム派―cdh

シリア・クルド民主党（アル・パールティー）ムスタファー派―bdh

シリア・クルド民主統一党（イェキーティー）―cdh

シリア・クルド・ムスタクバル潮流―ef

シリア民主連合党
西クルディスターン亡命政府―g

〈市民社会組織・文化会議・ クルド・アラブ友好協会（ Jam‘l̄ya al¯S˙
adāqa al¯Kurdl̄ya al¯‘Arabl̄ya）―g

人権擁護団体〉 国籍剥奪者権利擁護委員会（Lajna al¯Difā‘ ‘an H
˙

uqūq al¯Mujarradl̄n min al¯Jinsl̄ya）―d

ジェラーデト・ベドゥルハーン文化会議（Muntadā Celadet Bedirxan al¯Thaqāfl̄）
殉教者マアシューク・ハズナウィー師クルド文化会議（Muntadā al¯‘Allāma al¯Shahl̄d Ma‘shūq al¯Khaznawl̄ li¯l¯

Thaqāfa al¯Kurdl̄ya）
シリア人権・基本的自由擁護クルド機構（al¯Munaz

˙
z
˙
ama al¯Kurdl̄ya li¯Difā‘ ‘an H

˙
uqūq al¯Insān wa al¯H˙

urrl̄yāt
al¯‘Āmma fl̄ Sūriyā，通称DAD）
シリア・クルド人権委員会（アラビア語名Lajna H

˙
uqūq al¯Insān al¯Kurdl̄  fl̄  Sūriyā，クルド語名Malpera Mafê

Mirovên Kurdê li Sûriyê，通称Maf）
シリア・クルド人権侵害監視団（al¯Mars

˙
ad al¯Kurdl̄ li¯Intihākāt H

˙
uqūq al¯Insān fl̄ Sūriyā，通称RUWANGE）

その他 アッシリア民主機構（al¯Munaz
˙
z
˙
ama al¯Āthūrl̄ya al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ya）―eh

国民民主自由主義者連合（Tajammu‘ al¯Ah
˙
rār al¯Wat

˙
anl̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄）―h

国民民主ムスタクバル党（H
˙

izb al¯Mustaqbal al¯Wat
˙
anl̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄）―eh

自由民主連合（al¯Tajammu‘ al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯H˙

urr）
シリア改革党（H

˙
izb al¯Is˙

lāh
˙

al¯Sūrl̄）―h

シリア近代民主主義党（H
˙

izb al¯H˙
adātha wa al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ya li¯Sūrl̄ya）―fh

シリア国民会議（al¯Majlis al¯Wat
˙
anl̄ al¯Sūrl̄）―h

シリア国民民主ナフダ党（H
˙

izb al¯Nahd
˙

a al¯Wat
˙
anl̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ fl̄ Sūrl̄ya）―f

シリア国民民主連合・TWD（al¯Tajammu‘ al¯Wat
˙
anl̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Sūrl̄―TWD）―gh

シリア自由国民団結運動（H
˙

araka al¯H˙
urrl̄ya wa al¯Tad

˙
āmun al¯Wat

˙
anl̄ fl̄ Sūrl̄ya）―h

シリア自由国民同盟発足委員会（al¯Hay’a al¯Ta’sl̄sl̄ya li¯Tah
˙
āluf al¯Wat

˙
anl̄yl̄n al¯Ah

˙
rār fl̄ Sūrl̄ya）―h

シリア文明民主党（al¯H˙
izb al¯H˙

ad
˙
ārl̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Sūrl̄）―g

シリア民主潮流（al¯Tayyār al¯Sūrl̄ al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄）

シリア民主党（al¯H˙
izb al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Sūrl̄）

シリア民主同盟（al¯Tah
˙
āluf al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Sūrl̄）―g

自由民主主義者党（H
˙

izb al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄yl̄n al¯Ah

˙
rār）

スィルヤーニー民主運動（al¯H˙
araka al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ya al¯Siryānl̄ya）―h

民族統一連合（al¯Tajammu‘ al¯Qawml̄ al¯Muwah
˙

h
˙

ad）
リベラル民主世俗同盟（al¯Tajammu‘ al¯Ll̄brāll̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯‘Almānl̄）

〈市民社会組織・文化会議・ 国民自由青年連合（Tajammu‘ al¯Shabāb al¯Wat
˙
anl̄yl̄n al¯Ah

˙
rār）―g

人権擁護団体〉 在カナダ・シリア国民協会（al¯Jam‘l̄ya al¯Wat
˙
anl̄ya al¯Sūrl̄ya fl̄ Kanadā）―h

市民社会再生諸委員会（Lijān Ih
˙
yā’ al¯Mujtama‘ al¯Madanl̄）―deh

シャーム学生運動（al¯H˙
araka al¯T˙

ullābl̄ya―Shām）―g

シャーム民主研究センター（Markaz al¯Shām li¯l¯Dirāsāt al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ya）

シリア・アラブ人権機構（al¯Munaz
˙
z
˙
ama al¯‘Arabl̄ya li¯H˙

uqūq al¯Insān fl̄ Sūriyā）―dh

シリア人権委員会（al¯Lajna al¯Sūrl̄ya li¯H˙
uqūq al¯Insān）―h

シリア人権協会（ Jam‘l̄ya H
˙

uqūq al¯Insān fl̄ Sūrl̄ya）―de

シリアのための連合（al¯Tajammu‘ min Ajl Sūrl̄ya）―fgh

シリア賠償和解同盟（Tah
˙
āluf al¯Qis

˙
ās
˙

wa al¯Mus
˙
ālah

˙
a al¯Sūrl̄）―g

シリア法律学センター（al¯Markaz al¯Sūrl̄ li¯l¯Dirāsāt al¯Qānūnl̄ya）―g

シリア民主行動委員会（al¯Lajna al¯Sūrl̄ya li¯l¯‘Amal al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄）―h

シリア民主的諸自由・人権擁護諸委員会（Lijān al¯Difā‘ ‘an al¯H˙
urrl̄yāt al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ya wa H

˙
uqūq al¯Insān fl̄

Sūriyā）―d

ミーマース文化情報センター（Markaz al¯Ml̄mās li¯l¯Thaqāfa wa al¯I‘lām）―h

ラタキア国民民主行動委員会（Lajna al¯‘Amal al¯Wat
˙
anl̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ fl̄ al¯Lādhaql̄ya）―e

ジャマール・アタースィー民主的対話会議（Muntadā Jamāl al¯Atāsl̄ li¯l¯H˙
iwār al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄）―dh

（注）aシリア国民民主連合（al¯Tajammu‘ al¯Wat
˙
anl̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ fl̄ Sūrl̄ya）加盟組織，bシリア・クルド民主戦線加盟組織，cシリア・クルド

民主同盟加盟組織，d基本的自由・人権擁護国民調整委員会（Lajna al¯Tansl̄q al¯Wat
˙
anl̄ li¯l¯Difā‘ ‘an al¯H˙

urrl̄yāt al¯Asāsl̄ya wa H
˙

uqūq
al¯Insān）参加組織，eデイル・ゾール国民民主委員会（al¯Lajna al¯Wat

˙
anl̄ya al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ya fl̄ Dayr al¯Zawr）参加組織，fシリア国民大

会（al¯Mu’tamar al¯Wat
˙
anl̄ al¯Sūrl̄）主催組織，g民主的対話のための国民会合・パリ1（al¯Multaqā al¯Wat

˙
anl̄ li¯l¯H˙

iwār al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄―

Bārl̄s 1）主催・参加組織，h「ダマスカス国民民主変革宣言」署名組織。
（出所）筆者作成。
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2 反政府勢力の動静

レバノンでの「独立インティファーダ」と米

仏によるシリア・バッシングは，シリアの反政

府勢力のなかに「民主化ドミノ」を推進しよう

とする意志と「ネオ・リベラーリーユーン」（neo¯

ll̄brāll̄yūn：新自由主義者）的な傾向を高揚させた。

すなわち，彼らは一方で，「独立インティファー

ダ」に触発され，シリアにも「自由」と「民主主

義」をもたらそうと活発に活動を展開するよう

になり，他方で，アサド政権に対する国際社会

の非難に乗じるかたちで改革を要求していった

のである［青山 2005d, 50 ; 島崎 2005］。そこで本

節では，こうした気運のなかでシリアの主要な

反政府勢力がどのような活動を行なったかを，

六つの大きな動きに着目し，解説する。

なお，本誌第39号［青山 2005b, 59］で述べた

とおり，シリアの政治勢力は，アラブ民族主義

（バアス主義，ナセル主義），マルクス主義，シリ

ア民族主義，イスラーム主義，クルド民族主義，

その他（リベラリズムなど），という六つのイデ

オロギー・政治潮流に大別できるが，2005年に

活動が確認された主な反政府組織がそれらのな

かのどの潮流に属すかについては，表を参照さ

れたい。

１．ハズナウィー・バヤーヌーニー会談

第 1の動きは，クルド民族主義勢力と，ロンド

ンに活動拠点を置くシリア・ムスリム同胞団の

共闘に向けた布石である。これは2005年 2月15

日，イスラーム研究センター（Markaz al¯Dirāsāt

al¯Islāml̄ya）副所長を務めるクルド人シャイフ，

ムハンマド・マアシューク・ハズナウィー

（Muh
˙
ammad Ma‘shūq al¯Khaznawl̄）師とシリア・ム

スリム同胞団のアリー・サドルッディーン・バ

ヤーヌーニー（‘All̄ S
˙

adr al¯Dl̄n al¯Bayānūnl̄）最高

監督者がブリュッセル郊外で 2時間にわたり会

談したのを機に始まった。

ハズナウィー師は，シリアの反政府勢力（ク

ルド民族主義勢力）に身を置いていたわけではな

かったが，この会談で，シリア・ムスリム同胞

団が発表した「未来のシリアのための政治計画」

［ Jamā‘a al¯Ikhwān al¯Musliml̄n f l̄  Sūrl̄ya 2004］

（2004年12月16日発表）（注13）に賛同し，バヤーヌ

ーニー最高監督者に「クルド問題」（注14）への明

確な立場を示すよう求めた。そしてこの時の意

見交換が，シリア・ムスリム同胞団による声明

「クルド問題――シリア・ムスリム同胞団の視点

――」［ Jamā‘a al¯Ikhwān al¯Musliml̄n fl̄  Sūrl̄ya

2005b］（注 15）の発表（2005年 5月 18日）を促し

［Akhbār al̄ Sharq 2005e ; 2005h ; al¯Bayānūnl̄ 2005］，

その後の彼らとクルド民族主義勢力（さらにはシ

リア国内で活動するアラブ民族主義勢力やマルクス

主義勢力）の接近を促す契機となった。

２．基本的自由・人権擁護国民調整委員会に

よるデモ

第 2の動きは，シリア国内で活動する反政府

勢力の糾合である。この動きは，基本的自由・

人権擁護国民調整委員会によって進められた。

同委員会は，2005年 1月半ばに結成された組織

で，シリア国民民主連合（加盟組織は表を参照），

市民社会再生諸委員会，ジャマール・アタース

ィー民主的対話会議，シリア人権協会，シリア民

主的諸自由・人権擁護諸委員会，シリア・アラブ

人権機構，共産主義行動党，シリア・クルド民

主同盟，シリア・クルド民主戦線，シリア・ク
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ルド・イェキーティー党，シリア・クルド人民

連合党，国籍剥奪者権利擁護委員会からなり，

シリアの「国民的・民主的改革」を目的とした

［青山 2006b, 20］（注16）。

基本的自由・人権擁護国民調整委員会による

最初のデモは，3月10日にダマスカス市内の司

法裁判所前で行なわれた。戒厳令発令（1963年 3

月 8日）42周年とカーミシュリー事件（注17）発生

（2004年 3月12日）1周年に合わせて計画・実行

されたこのデモで，同委員会は約500人を動員

し，戒厳令の解除，すべての言論犯，政治犯の釈

放，「クルド問題」の民主的解決などを要求した

［Lajna al¯Tansl̄q al¯Wat
˙
anl̄ li¯l¯Difā‘ ‘an al¯H˙

urrl̄yāt

al¯Asāsl̄ya wa H
˙

uqūq al¯Insān 2005a］。

しかし，デモはアラブ社会主義バアス党（H
˙

izb

al¯Ba‘th al¯‘Arabl̄ al¯Ishtirākl̄）の青年党員による参

加者の「襲撃」によって失敗に終わった［H
˙

izb

Yakl̄tl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā―al¯Lajna al¯Markazl̄ya

2005a ; al¯H˙
izb al¯Yasārl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā―Maktab

al¯I‘lām al¯Markazl̄ 2005］。こうした弾圧の背景に

は，アサド大統領が対レバノン政策で劣勢に立

たされ，その指導力を疑問視されていたという

事情があった。デモの 5日前にあたる 3月 5日，

アサド大統領は人民議会で異例の演説を行い，

レバノン駐留シリア軍の完全撤退への意思を表

明するなど，苦渋の決断を強いられており，反

政府勢力に対する断固たる姿勢は，政権の堅強

さを誇示するうえで不可欠だったのである。事

実，これ以外にもアサド政権は，3月 9日に，

ダマスカス市内でアサド大統領への支持，レバ

ノンとの連帯，外国の圧力への反対を掲げる50

万人規模のデモを組織し，絶大な動員力と統制

力を内外にアピールした［H
˙

aml̄dl̄ 2005a ; SANA

2005a］。また 3月30日には，312人の政治犯（カ

ーミシュリー事件での逮捕者）を対象とした大統

領恩赦を発令し，反政府勢力への優位を見せつ

けようとした［SANA 2005c］。

３．シリア・ムスリム同胞団とシリア国民民

主連合の接近

第 3の動きは，シリア・ムスリム同胞団とシ

リア国民民主連合の接近である。

シリア・ムスリム同胞団は2005年 4月 5日，

バアス党創設記念日（4月 7日）と独立記念日（4

月17日）に合わせるかたちで，「救済のための国

民的呼びかけ」を発表した［ Jamā‘a al¯Ikhwān al¯

Musliml̄n fl̄ Sūrl̄ya 2005a］。この声明で彼らは，ア

サド政権の内政と外交政策の双方を厳しく批判

したうえで，すべての政治勢力と国民に，国民

的救済と改革を討議するための包括的国民大会

の開催を呼びかけ，q憲法第 8条の廃止，w政

党法の制定，e自由で公正な選挙，r政治犯の

釈放，失踪者の行方調査，権利剥奪者の復権，

亡命者の帰国，t戒厳令解除と例外法・法廷の

廃止，yシリア社会の特殊性・多様性の承認，

などを主唱したのである。

シリア・ムスリム同胞団は，「政治活動のため

の国民尊厳憲章計画」［ Jamā‘a al¯Ikhwān al¯

Musliml̄n fl̄ Sūrl̄ya 2001］を発表した2001年半ば

以来，こうした呼びかけを度々行なってきたが，

彼らの言動がシリア国内の反政府勢力によって

受け入れられることはなかった［青山 2003,

97¯99］。しかし，駐留シリア軍がレバノンから撤

退するなかで発表された「救済のための国民的

呼びかけ」への反応は異なっていた。この呼び

かけに対して，シリア国内で最も活発な活動を

行なう反政府組織の一つであるシリア国民民主

連合が 4月17日に声明を出し，シリア・ムスリム
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同胞団の「民主的志向」を高く評価するととも

に，1980年法律第49号（注18）の廃止とシリア・ム

スリム同胞団の政治的復権・政治参加を要求し

たのである［al¯Tajammu‘ al¯Wat
˙
anl̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ fl̄

Sūrl̄ya 2005］。そしてこれを機にシリアの反政府

勢力は，イデオロギー・政治潮流や活動拠点の

違いを越えて，共闘態勢をとるようになってい

った。

４．文化会議の断行

第 4の動きは，アラブ民族主義勢力，マルクス

主義勢力，クルド民族主義勢力などによる文化

会議（mintadā thaqāfl̄ya）（注19）会合の断行である。

この動きは，アサド大統領が2005年 3月 5日の

人民議会での演説で改革の必要を強調したこと

に触発されるかたちで本格化した［青山 2005d,

49¯51］。

5月 7日，ジャマール・アタースィー民主的対

話会議が，ダマスカス市郊外で政治改革を議論

するための集会を開催した。国内の主要な反政

府組織（注20）の代表者が出席したこの会合では，

同会議運営委員会メンバーのアリー・アブドゥ

ッラー（‘All̄ al¯‘Abd Allāh）氏がシリア・ムスリム

同胞団のバヤーヌーニー最高監督者の政治声明

を代読したほか，政治の自由化，戒厳令解除，

憲法第 8条の廃止などが要求された［島崎 2005 ;

Akhbār al̄ Sharq 2005b］。また 5月20日には，デ

イル・ゾール市で市民社会再生諸委員会のイニ

シアチブのもと，国民対話会合が開催された。

この会合には，ラタキア国民民主行動委員会，

シリア民主人民党，アッシリア民主機構，共産

主義行動党，クルド・シリア民主合意，シリ

ア・クルド左派党イブラーヒーム派，シリア・

クルド・ムスタクバル潮流，アラブ社会民主主

義バアス党，シリア民族社会党インティファー

ダ派，クルド・シリア民主党，シリア・クルド

進歩民主党ダーウド派，シリア人権協会，国民

民主ムスタクバル党，および無所属の活動家・

有識者が参加した。そして，デイル・ゾール国

民民主委員会の名で，「デイル・ゾール宣言―

シリアは自由かつ民主的であり，すべての国民に

とっての祖国である―」［al¯Lajna al¯Wat
˙
anl̄ya

al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ya fl̄ Dayr al¯Zawr 2005］を発表し，

国民統合，クルド問題解決，民主化，人権保障，

国民対話などを要求した。

これらの会合や声明発表は，「ダマスカスの春」

（rabl̄‘ dimashq）（注21）の再来を予感させた。だが，

アサド政権がとった行動は，「ダマスカスの春」

を弾圧した時と同様，指導者の逮捕などを通じ

た封じ込めであった。

5月15日と24日，治安当局は，ジャマール・

アタースィー民主的対話会議のスハイル・アタ

ースィー（Suhayl al¯Atāsl̄）代表やアブドゥッラ

ー氏ら，同会議運営委員会メンバー 9人（注22）の

身柄を拘束した。このうちアブドゥッラー氏を

除く 8人はまもなく釈放されたが，6月下旬，

ジャマール・アタースィー民主的対話会議は解

散を命じられた［Akhbār al̄ Sharq 2005c ; 2005g ;

al̄ H
˙

ayāt 2005a ; al¯Munaz
˙
z
˙
ama al¯‘Arabl̄ya li¯H˙

uqūq

al¯Insān fl̄  Sūriyā―Majlis al¯Idāra 2005a ; 2005c ;

Muntadā Jamāl al¯Atāsl̄ li¯l¯H˙
iwār al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄―

Majlis al¯Idāra 2005］。また 5月22日と24日には，

治安当局による市民の不当逮捕を非難する声明

を出し，政治改革と司法制度改革の必要性を訴え

てきたシリア・アラブ人権機構のムハンマド・ラ

アドゥーン（Muh
˙

ammad Ra‘dūn）会長とニザー

ル・ラストゥナーウィー（Nizār Rastunāwl̄）事務局

メンバーが逮捕された［al¯Munaz
˙
z
˙
ama al¯‘Arabl̄ya
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li¯H˙
uqūq al¯Insān fl̄ Sūriyā―Majlis al¯Idāra 2005b ;

2005d］。さらに 5月29日には，市民社会活動家の

ハビーブ・サーリフ（H
˙

abl̄b S
˙
ālih

˙
）氏が逮捕され，

6月 4日には，市民社会再生諸委員会メンバーで

デイル・ゾール国民民主委員会メンバーのリヤ

ード・ダッラール（Riyād
˙

Darrār）氏が逮捕された

［Lijān al¯Difā‘ ‘an al¯H
˙

urrl̄yāt al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ya wa

H
˙

uqūq al¯Insān fl̄ Sūriyā―Majlis al¯Umanā’ 2005a ;

Lijān Ih
˙
yā’ al¯Mujtama‘ al¯Madanl̄ fl̄ al¯H˙

asaka wa

al¯Qāmishll̄ 2005］。

その一方で，5月10日，シリア・ムスリム同胞

団とクルド民族主義勢力の接近を促したハズナ

ウィー師が，滞在先のダマスカス市で失踪し，

同月31日，デイル・ゾール県で遺体で発見され

る事件が発生した。この事件は当初から治安当

局の関与が疑われ，反政府勢力に対する封じ込

め策の一環とみなされた（注23）。

これら一連の逮捕や事件に対して，反政府勢

力は抗議デモを試みた。だがそれらもことごと

く弾圧され（注24），彼らの改革運動は再び挫折を

経験したのである。

５．シリア国民大会と民主的対話のための国

民会合・パリ1

第 5の動きは，シリア国外に拠点をもつ反政

府勢力による共闘態勢の確立に向けた試みであ

る。弾圧に直面した国内の反政府勢力の活動を

補うかたちで進められたこの動きは，パリを拠

点とする市民社会団体，シリアのための連合

（ファフド・アルガー・ミスリー〔Fahd al¯Arghā al¯

Mis
˙
rl̄〕スポークスマン）によって主導された。

2005年 8月下旬，シリアのための連合は，シリ

ア近代民主主義党，シリア国民民主ナフダ党，シ

リア・クルディスターン民主パールティー，シリ

ア・クルド・ムスタクバル潮流とともに声明を

出し，9月26，27日にパリでシリア国民大会を

開催すると告知し，バアス党，進歩国民戦線（al¯

Jabha al¯Wat
˙
anl̄ya al¯Taqadduml̄ya）（注25），リフア

ト・アサド（Rif‘at al¯Asad）前副大統領（民族安全

保障担当）一派（民族統一連合）を除くシリアの反

政府勢力に参加を呼びかけたのである［al¯

Mu’tamar al¯Wat
˙
anl̄ al¯Sūrl̄ 2005］。

この呼びかけに対して，他の反政府勢力の反

応は冷ややかで，シリア・ムスリム同胞団，シリ

ア国民民主連合，市民社会再生諸委員会，シリ

ア・クルド・イェキーティー党，シリア国民会議，

シリア民主行動委員会，在カナダ・シリア国民協

会，シリア改革党が，「時期尚早」，「参加を認めら

れない組織が多く存在する」，「外国の支援を受

けた組織が主催している」といった理由で次々

と出席を辞退した［Akhbār al¯ Sharq 2005m ;

Amude.net 2005 ; Bakkūr 2005 ; al¯Ghad
˙
bān 2005 ;

H
˙

izb al¯Is˙
lāh

˙
al¯Sūrl̄―al¯Maktab al¯Siyāsl̄ 2005 ; al¯

Jam‘l̄ya al¯Wat
˙
anl̄ya al¯Sūrl̄ya fl̄ Kanadā 2005a］。

またこうした事態を受け，主催者の足並みも乱

れ，シリア国民民主ナフダ党，シリア・クルド・

ムスタクバル潮流，シリア近代民主主義党が大

会の開催を断念し，不参加を表明した［H
˙

izb al¯

Nahd
˙
a al¯Wat

˙
anl̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ fl̄ Sūrl̄ya et al. 2005］。

これにより，シリア国民大会は開催中止を余

儀なくされるかに思えた。だが，シリアのため

の連合は，シリア文明民主党，西クルディスタ

ーン亡命政府，シリア・クルディスターン民主パ

ールティー，クルド・シリア民主合意とともにシ

リア国民大会を改組し，9月28日と29日に民主

的対話のための国民会合・パリ 1を開催したの

である。この会合には，この主催 5団体の他に，

シリア民主同盟，クルド・アラブ友好協会，国民
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自由青年連合，シャーム学生運動，シリア・クル

ド・イェキーティー党（オブザーバー参加），シリ

ア法律学センター（法務オブザーバー），シリア賠

償和解同盟，シリア国民民主連合・TWD（注26）が

参加した。そして，これらの組織は会合で，すべ

ての政治勢力が参加したかたちでの民主的・平

和的方法による体制転換をめざすことなどを合

意した［al¯Mu’tamar al¯Wat
˙
anl̄ al¯Sūrl̄（al¯Multaqā

al¯Wat
˙
anl̄ li¯l¯H˙

iwār al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄―Bārl̄s 1）2005a ;

2005b］（注27）。

シリア国民大会をめぐる反政府勢力間の不協

和音は，国内で活動する勢力と国外で活動する

勢力の主導権争い，外国による支援の是非など，

反政府勢力が古くから抱えてきた対立点を原因

としていた。こうした不協和音は，民主的対話

のための国民会合・パリ 1の開催でいったんは

解消されたが，共闘態勢の確立に向けた試みと

は裏腹に，その後の彼らの活動に少なからぬ影

響を及ぼしていった。

６．「ダマスカス国民民主変革宣言」

第 6の動きは，現代シリア史上初となる，国

内外の反政府組織のイデオロギー・政治潮流を

越えた糾合である。この動きは2005年10月16

日の「ダマスカス国民民主変革宣言」［“I‘l ān

Dimashq li¯l¯Taghyl̄r al¯Wat
˙
anl̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄” 2005］

の発表をもって実現した（注28）。同宣言は，シリ

ア国民民主連合，市民社会再生諸委員会，シリ

ア・クルド民主同盟，シリア・クルド民主戦線，

国民民主ムスタクバル党，そして無所属の有識

者が連名で出した声明で，民主主義の実現，権

威主義・全体主義の廃止，イスラームの尊重，

「クルド問題」の民主的解決，戒厳令解除，1980

年法律第49条など例外的法律の廃止，国民対話，

抜本的改革，外圧に依拠した改革の拒否，市民

社会の活性化，選挙の実施などを目標として掲

げていた。

国内で活動するアラブ民族主義勢力，マルク

ス主義勢力，そしてクルド民族主義勢力が中心

となって作成・発表した宣言は，国内外のほと

んどすべての反政府組織によってただちに支持

された。すなわち，宣言発表後数日のうちに，シ

リア・ムスリム同胞団，シリア近代民主主義党，

シリアのための連合，ジャマール・アタースィー

民主的対話会議，シリア・アラブ人権機構，共産

主義行動党，アッシリア民主機構，シリア国民民

主連合・TWD，シリア改革党，シリア人権委員

会，クルド・シリア民主合意，シリア国民会議，

シリア民主行動委員会，民主統一バアス主義者

連合，シリア自由国民同盟発足委員会，国民民主

自由主義者連合，ミーマース文化情報センター，

在カナダ・シリア国民協会，スィルヤーニー民主

運動，シリア自由国民団結運動が，宣言への署名

と宣言に基づく政治活動への参加を表明したの

である［‘Antar 2005 ; al¯Dayrl̄ 2005a ; H
˙

ammūd

2005 ; al¯Jam‘l̄ya al¯Wat
˙
anl̄ya al¯Sūrl̄ya fl̄ Kanadā

2005b ; Khad
˙
r 2005 ; Markaz al¯Ml̄mās li¯l¯Thaqāfa

wa al¯I‘lām 2005 ; al̄ Mawqif al̄ Dl̄ muqrāt
˙

l̄ 2005,

20¯42］。

10月30日，宣言に署名した組織や活動家は，

ダマスカス市内でダマスカス宣言暫定委員会

（al¯Lajna al¯Mu’aqqata li¯I‘lān Dimashq）を結成し，

改革要求を本格化させようとした［al¯Lajna al¯

Mu’aqqata li¯I‘lān Dimashq 2005a］。しかしその活

動は二つの阻害要因によって困難を極めた。

第 1の阻害要因はアサド政権による弾圧であ

る。UNIIICの第 1回報告書提出を機にシリア・

バッシングが再び強まるなかで出された「ダマ
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スカス国民民主変革宣言」に対して，アサド政

権は断固たる態度で臨み，11月13日，ダマスカ

ス市内で予定されていたダマスカス宣言暫定委

員会の会合を強制的に中止させた［al¯Lajna al¯

Sūrl̄ya li¯H˙
uqūq al¯Insān 2005a］（注29）。また，宣言

を掲載したシリア国民民主連合の機関紙『マウ

キフ・ディームクラーティー』（al¯ Mawqif al¯

Dl̄muqrāt
˙

l̄）特集号が国内で配付されると，12月

初め，治安当局は同連合スポークスマン兼アラ

ブ社会主義連合民主党書記長のハサン・アブド

ゥルアズィーム（H
˙

asan ‘Abd al¯‘Az
˙

l̄m）弁護士を

軍事裁判所に起訴する決定を下し，12月18日の

同裁判所への出廷を要請した［al¯Munaz
˙
z
˙
ama al¯

‘Arabl̄ya li¯H
˙

uqūq al¯Insān fl̄  Sūriyā―Majlis al¯

Idāra 2005f］（注30）。

第 2の阻害要因は，「ダマスカス国民民主変革

宣言」の作成・署名によって，反政府運動の主

導権を奪われることを懸念した一部の反政府組

織による拒否主義である。これらの組織は，シ

リアに外圧を加える米国に利するような宣言発

表のタイミングや，マイノリティ民族・宗派を

軽視したその改革プログラムに異議を唱え，宣

言への署名を拒否していった［H
˙

aml̄dl̄ 2005c ;

Lijān al¯Difā‘ ‘an al¯H
˙

urrl̄ yāt al¯Dl̄ muqrāt
˙
l̄ya wa

H
˙

uqūq al¯Insān fl̄ Sūriyā―Majlis al¯Umanā’ 2005b］。

そのなかには，シリア民主的諸自由・人権擁護諸

委員会，シリア民主潮流，自由民主連合などが含

まれていたが，宣言をめぐる一連の動きに最も

強く反対したのが，クルド民族主義勢力に属すシ

リア・クルド・イェキーティー党，シリア・クル

ド・アーザーディー党，シリア・クルド・ムスタク

バル潮流，シリア民主連合党，クルド・シリア民

主党，シリア・クルディスターン民主パールティ

ー，西クルディスターン亡命政府，シリア・クル

ド人権委員会であった［Akhbār al̄ Sharq 2005q ;

al̄ Mawqif al̄ Dl̄muqrāt
˙

l̄ 2005, 33¯34 ; al¯Tayyār al¯

Sūrl̄ al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ 2005］。

以上，2005年におけるシリアの反政府勢力の

活動を概観すると，そこには，qアサド政権の政

治的危機に乗じるかたちでの合従連衡と，w主

導権争い・路線対立，という二つの相矛盾する

志向を見い出すことができる。そして，これら

二つの志向は，反政府勢力の再活性化によって

もたらされた結果であると同時に，彼らの活動

を再び挫折へと追いやる原因でもあった。

3 クルド民族主義政党・政治組織，政治同
盟の活動（50音順）

第2節でみたとおり，ハリーリー元首相暗殺

に伴う政情の変化は，シリアの反政府勢力の再

活性化をもたらしたが，そのなかで最も活発な

活動を展開した勢力の一つがクルド民族主義勢

力であった。そこで本節では，2005年に活動が

確認された主なクルド民族主義政党・政治組

織，政治同盟（本誌第39，40号［青山2005b ; 2006b］

で紹介できなかったシリア・クルド・アーザーディ

ー党，シリア・クルド・ムスタクバル潮流，西クルデ

ィスターン亡命政府を含む17の政党・政治組織と

二つの政治同盟）の活動を個別に解説する（注31）。

１．政党・政治組織

aクルド・シリア民主合意

アラビア語名：

al¯Wifāq al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Kurdl̄ al¯Sūrl̄

2004年 2月，クルディスターン労働者党

（Partîya Karkeren Kurdistan : 以下，PKK）の元メ

ンバーが結成。党首はカマール・シャーヒーン
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（Kamāl Shāhl̄n，2005年 2月にイラクで暗殺）総合調

整局（al¯Munassiql̄ya al¯‘Āmma）議長（al¯Munassiq

al¯‘Āmm）［青山 2005b, 64¯65］。

2005年の主な活動は以下のとおり。

5月20日，「デイル・ゾール宣言」の発表に参

加（第2節第 4項参照）。

5月21日，シリア・クルド・イェキーティー党，

シリア・クルド・ムスタクバル潮流，シリア・ク

ルド人民連合党とともに，カーミシュリー市で

デモを実施。約1500人を動員し，ハズナウィー

師失踪殺害事件の真相究明，「クルド問題」の解

決，戒厳令の解除，政治犯の釈放を要求［H
˙

izb

Yakl̄tl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā―al¯Lajna al¯Markazl̄ya

2005c ; 2005d ; al¯Lajna al¯Kurdl̄ya li¯H˙
uqūq al¯Insān

fl̄ Sūriyā 2005 ; Tayyār al¯Mustaqbal al¯Kurdl̄ fl̄

Sūriyā 2005b］。

9月28～29日，民主的対話のための国民会

合・パリ 1を主催（第2節第 5項参照）。

11月 1日，「クルド問題解決プログラム」［al¯

Wifāq al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Kurdl̄ al¯Sūrl̄ 2005a］を発表

し，憲法改正を通じたクルド人の自治などを骨

子とするクルド問題の民主的かつ公正な解決を

提案。

11月 7日，「ダマスカス国民民主変革宣言」へ

の署名を発表［al¯Wifāq al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Kurdl̄ al¯

Sūrl̄ 2005b］。

その一方で，クルド・シリア民主合意の指導

者・党員は度 「々暗殺テロ」にさらされた。2月

17日深夜から18日未明にかけて，イラクのスレ

イマニヤでシャーヒーン総合調整局議長が，8

月12日，アレッポ市でカーミーラーン・ムハン

マド・ハムザ（Kāml̄rān Muh
˙
ammad H

˙
amza）党員が

暗殺された［al¯Wifāq al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Kurdl̄ al¯Sūrl̄

2005c ; 2005d］。また，7月10日にはアレッポ市

でブルハーンッディーン・アリー・シャーヒーン

（Burhān al¯Dl̄n ‘All̄ Shāhl̄n）組織会議（Majlis al¯

Tanz
˙

l̄m）メンバーとハッジー・アフリーニー（H
˙

ajjl̄

‘Afrl̄nl̄）総合調整局メンバーが，9月10日にはア

フリーン市でナディーム・ユースフ（Nadl̄m Yūsuf）

総合調整局メンバーが暗殺未遂に遭った

［Akhbār al̄ Sharq 2005i ; al¯Munaz
˙
z
˙
ama al¯‘Arabl̄ya

li¯H˙
uqūq al¯Insān fl̄ Sūriyā―Majlis al¯Idāra 2005e］。

これらの「暗殺テロ」の背景には，クルド・シリ

ア民主合意と同じくPKKの後身団体として発足

したシリア民主連合党との「正統性」争いがあ

るとされている［Akhbār al̄ Sharq 2005o］。

sクルド・シリア民主党

アラビア語名：

al¯H˙
izb al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Kurdl̄ al¯Sūrl̄

クルド語名：

Partîya Demokrat a Kurd a Sûrî

1975年，シリア・クルド民主党（al¯H
˙

izb al¯

Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā，1958年にシリア・クル

ディスターン民主党〔al¯H
˙

izb al¯Dl̄ muqr āt
˙
l̄ al¯

Kurdistānl̄ fl̄ Sūrl̄ya〕が改称）の離反者が結成。党

首はジャマール・ムハンマド・バーキー（ Jamāl

Muh
˙
ammad Bāql̄）書記長［青山 2005b, 65］。

2005年の主な活動は以下のとおり。

3月 3日，シリア・クルド民主同盟，シリア・

クルド民主戦線，シリア・クルド人民連合党と

共同声明を出し，カーミシュリー事件発生 1周

年にあたる 3月12日に，犠牲者を悼んで 5分間

の黙祷を行なうよう呼びかける［al¯Tah
˙
āluf al¯

Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā et al. 2005］。

5月20日，「デイル・ゾール宣言」の発表に参

加（第2節第 4項参照）。

10月4日，「例外的統計」（al¯ih˙
s
˙
ā’ al¯istithnā’l̄）（注32）
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43周年に合わせて，党幹部 5人が首相府を訪問

し，国籍を剥奪されたクルド人の権利回復を求

める書簡を提出［al¯H˙
izb al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Kurdl̄ al¯

Sūrl̄―al¯Nāt
˙
iq al¯Rasml̄ 2005］。

11月13日，声明を出し，「政権との断交は［シ

リアが内外に抱える］問題の解決に寄与しない」

との理由で「ダマスカス国民民主変革宣言」へ

の署名を拒否［al¯H
˙

izb al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Kurdl̄ al¯

Sūrl̄―al¯Maktab al¯Siyāsl̄ 2005］。

11月24日，シリア・クルド・アーザーディー党

の呼びかけのもと，シリア・クルド・イェキーテ

ィー党，シリア・クルド民主党（アル・パールティ

ー）ムスタファー派とともにカーミシュリー市

で会合を開き，クルド民族主義勢力の共闘態勢

について議論［H
˙

izb Āzādl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā―al¯

Maktab al¯Siyāsl̄ 2005］。

dシリア・クルディスターン民主パールティー

アラビア語名：

Bārtl̄ Dl̄muqrāt
˙
l̄ Kurdistān Sūriyā

クルド語名：

Partîya Democrat a Kurdistanê―Sûriyê

2000年に結成。党首はタウフィーク・ハムド

ゥーシュ（Tawfl̄q H
˙

amdūsh）指導委員会（al¯Lajna

al¯Qiy ādl̄ ya）議長［青山 2005b, 65¯66 ; B ārt l̄

Dl̄ muqr āt
˙
l̄ Kurdist ān Sūriy ā 2006 ; al¯Tah

˙
āluf

al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Sūrl̄ 2004］。

2005年の主な活動は以下のとおり。

8～ 9月，シリア国民大会の開催を呼びかけ，

民主的対話のための国民会合・パリ 1を主催

（第2節第 5項参照）。

10月18日，声明を出し，「クルド問題に関する

文言を修正すれば，『ダマスカス国民民主変革宣

言』を支持する」との立場を明示し，宣言への署

名を拒否［Bārtl̄ Dl̄muqrāt
˙
l̄ Kurdistān Sūriyā―al¯

Lajna al¯Qiyādl̄ya 2005］。

fシリア・クルド・アーザーディー党

アラビア語名：

H
˙

izb Āzādl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā

クルド語名：

Partîya Azadî ya Kurd li Sûriyê

2005年 5月21日，シリア・クルド左派党ムラ

ード派とシリア・クルド人民連合党が合併・結

成した政党で，「アーザーディー」（azadî）はク

ルド語で「自由」を意味する。シリア・クルド左

派党ムラード派がシリア・クルド・イェキーテ

ィー党とシリア・クルド人民連合党に対して行

なった合併の呼びかけ（3月29日）に，シリア・

クルド人民連合党が応えたこと（4月14日）で結

党が実現した（注33）。シリア・クルド左派党ムラ

ード派のハイルッディーン・ムラード（Khayr

al¯Dl̄n Murād）書記長が党首（書記長）に就任し，

シリア・クルド人民連合党のムスタファー・ジ

ュムア（Mus
˙
t
˙
afā Jum‘a）書記長とバッシャール・

アミーン（Bashshār Aml̄n）政治局メンバーがム

ラード書記長とともに執行部（Maktab Amāna）

メンバーに就任した［H
˙

izb Āzādl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā

―al¯Lajna al¯Markazl̄ya 2005a ; H
˙

izb al¯Ittih˙
ād al¯

Sha‘bl̄ al¯Kurdl̄ fl̄  Sūriyā―al¯Lajna al¯Markazl̄ya

2005 ; al¯H˙
izb al¯Yasārl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā―al¯Lajna

al¯Markazl̄ya 2005］。

10月半ばに作成された内規案において，シリ

ア・クルド・アーザーディー党は自らを「シリア

におけるクルド民族主義運動の民主的陣営，シ

リアにおける民主的運動の一部……，クルディ

スターン国民解放運動の探求者」と位置づけ，

q民主主義の実現，w憲法におけるクルド人の
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シリア第 2の民族としての承認，e自発的かつ

自由な連邦制を基礎とする他民族との共存，な

どを目標に掲げている［H
˙

izb Āzādl̄ al¯Kurdl̄ fl̄

Sūriyā―al¯Lajna al¯Markazl̄ya 2005b］。結党と同

時に，シリア・クルド民主戦線への加盟を宣言

したが，2006年 3月，活動方針の相違を理由に

加盟を凍結した［H
˙

izb Āzādl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā―

al¯Lajna al¯Markazl̄ya 2005a ; 2006］。

結党後の主な活動は以下のとおり。

6月 5日，シリア・クルド・イェキーティー党

とともに，カーミシュリー市でデモを実施。数

千人を動員し，ハズナウィー師失踪殺害事件に

抗議するとともに，「クルド問題」の民主的解決，

政党法制定，戒厳令解除，国民統合強化，政治

犯釈放などを要求。デモ参加者は事態の沈静化

のために動員された治安当局と衝突し，治安当

局 2人が死亡，クルド人 3人が負傷，60人以上が

逮捕・起訴。デモはアイン・アル=アラブ市で

も実施され，8人が逮捕される［H
˙

izb Āzādl̄ al¯

Kurdl̄ fl̄ Sūriyā and H
˙

izb Yakl̄tl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā

2005a ; 2005b ; al̄ H
˙

ayāt 2005b］。

7月末，党の代表が，シリア・クルド・イェキ

ーティー党とシリア民主連合党の代表とともに

政府高官と会見。クルド人への差別の撤廃，政

治犯釈放をめぐって意見を交わし，大統領との

会見の約束をとりつける［H
˙

izb Āzādl̄ al¯Kurdl̄ fl̄

Sūriyā 2005a］。

9月 8日，基本的自由・人権擁護国民調整委

員会の会合で，シリア・クルド・イェキーティー

党とともに，「例外的統計」43周年に合わせたデ

モの計画を主導［Akhbār al̄ Sharq 2005p］。

10月18日，声明を出し，「ダマスカス国民民主

変革宣言」への署名を「シリア第 2の民族とし

てのクルド人の現状を反映していない」という

理由で拒否［H
˙

izb Āzādl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā 2005b］。

11月，アレッポ市で，シリア・クルド・イェキ

ーティー党，シリア・クルド・ムスタクバル潮流，

シリア国民民主ナフダ党，市民社会再生諸委員

会，アッシリア民主機構，シリア民族社会党イン

ティファーダ派，シリア民主的諸自由・人権擁護

諸委員会，シリア民主党など（注34）と会合を重ね，

「ダマスカス国民民主変革宣言」におけるクルド

人の規定について意見を交換。しかし会合は，ク

ルド人民やクルド民族主義勢力の運動の関係な

どをめぐる意見の対立で物別れに終わる［H
˙

izb

Yakl̄tl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā and H
˙

izb Āzādl̄ al¯Kurdl̄ fl̄

Sūriyā 2005］。

11月24日，クルド・シリア民主党，シリア・ク

ルド・イェキーティー党，シリア・クルド民主党

（アル・パールティー）ムスタファー派とともにカ

ーミシュリー市で会合を開き，クルド民族主義

勢力の共闘態勢について議論（第3節第 1項s

参照）。

gシリア・クルド・イェキーティー党

アラビア語名：

H
˙

izb Yakl̄tl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūrl̄ya

クルド語名：

Partîya Yekîtî ya Kurd li Sûriyê

1992年から93年にかけてシリア・クルド人民

連合党の離反者らが結成。党首はアブドゥルバ

ーキー・アル=ユースフ（‘Abd al¯Bāql̄ al¯Yūsuf，

ユースフに定冠詞「アル=」がつく）中央委員会

（al¯Lajna al¯Markaz l̄ya）書記長［青山 2005b,

66¯68］。

2005年の主な活動は以下のとおり。

2月15日，シリア・クルド左派党ムラード派，

シリア・クルド人民連合党とともに，ダマスカ
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ス市内の国家最高治安裁判所前でデモを実施。

数百人を動員し，カーミシュリー事件で逮捕さ

れたクルド人の公判に抗議［H
˙

izb Yakl̄tl̄ al¯Kurdl̄

fl̄ Sūriyā―al¯Lajna al¯Qānūnl̄ya 2005］。

3月 5日，カーミシュリー事件発生 1周年にあ

たる 3月12日に犠牲者を悼んで 5分間の黙祷を

行なうよう呼びかけたシリア・クルド民主同盟，

シリア・クルド民主戦線，シリア・クルド人民連

合党，クルド・シリア民主党の共同声明を支持し

（第3節第 1項s参照），この動きに同調する意思

を表明［H
˙

izb Yakl̄tl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā―al¯Lajna

al¯Markazl̄ya 2005a］。

3月12日，カーミシュリー市でカーミシュリ

ー事件犠牲者の追悼集会を主催し，約5000人が

参列［H
˙

izb Yakl̄tl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā―Munaz
˙
z
˙
ama

Biljl̄kā 2005］。

5月21日，クルド・シリア民主合意，シリア・

クルド・ムスタクバル潮流，シリア・クルド人民

連合党とともに，カーミシュリー市でデモを実

施（第3節第 1項a参照）。

6月 2日，シリア・クルド民主統一党（イェキー

ティー）とともに，アレッポ大学でデモを実施。

約1000人の学生を動員し，ハズナウィー師失踪

殺害事件を「テロ」行為と非難［H
˙

izb Yakl̄ tl̄ al¯

Kurdl̄ fl̄ Sūriyā and H
˙

izb al¯Wah
˙
da al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯

Kurdl̄ fl̄ Sūriyā（Yakl̄tl̄）―Munaz
˙
z
˙
ama Jāmi‘a H

˙
alab

2005］。

6月 5日，シリア・クルド・アーザーディー党と

ともに，カーミシュリー市でデモを実施（第3

節第 1項f参照）。

7月末，党の代表が，シリア・クルド・アーザ

ーディー党とシリア民主連合党の代表とともに

政府高官と会見（第3節第 1項f参照）。

9月 8日，基本的自由・人権擁護国民調整委員

会の会合で，シリア・クルド・アーザーディー党

とともに，「例外的統計」43周年に合わせたデモ

の計画を主導（第3節第 1項f参照）。

8～ 9月，シリア国民大会への参加を「政権

転覆を党が目的としていない」［Akhbār al̄ Sharq

2005n］という理由で辞退したが，民主的対話の

ための国民会合・パリ 1にはオブザーバーとし

て出席（第2節第 5項参照）。

10月16日，声明を出し，「ダマスカス国民民主

変革宣言」への署名を「クルド人の［民族として

の］権利に上限を設けようとしている」という理

由で拒否［H
˙

izb Yakl̄tl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā―al¯Lajna

al¯Siyāsl̄ya 2005b］。

11月，アレッポ市で，シリア・クルド・アーザ

ーディー党，シリア・ムスタクバル潮流などとと

もに「ダマスカス国民民主変革宣言」における

クルド人の規定について意見を交換（第3節第 1

項f参照）。

11月24日，シリア・クルド・アーザーディー党

の呼びかけのもと，クルド・シリア民主党，シリ

ア・クルド民主党（アル・パールティー）ムスタフ

ァー派とともにカーミシュリー市で会合を開

き，クルド民族主義勢力の共闘態勢について議論

（第3節第 1項s参照）。

12月10日，シリア・クルド・ムスタクバル潮流

とともに，世界人権の日に合わせて，ダマスカス

市内のサブウ・バフラート広場でデモを実施。

約200人を動員し，人権尊重，民主化，クルド人

の民族的権利の憲法での保障などを要求。これ

に対して治安当局はデモを強制解除［H
˙

izb Yakl̄tl̄

al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā and Tayyār al¯Mustaqbal al¯

Kurdl̄ fl̄ Sūriyā 2005］。
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hシリア・クルド国民民主党

アラビア語名：

al¯H
˙

izb al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Wat

˙
anl̄ al¯Kurdl̄ fl̄

Sūriyā

結成年は不明。党首はターヒル・サフーク

（T
˙

āhir Safūk）書記長［青山 2005b, 68］。

2005年10月初め，「ダマスカス国民民主変革

宣言」の発表に先立って，シリア国民民主連合，

シリア・クルド民主同盟，シリア・クルド民主党

（アル・パールティー）ムスタファー派，シリア・ク

ルド進歩民主党ダーウド派と共同声明を出し，

国民的，民主的な改革および体制の構築に合意

したことを発表した（注28参照）。これ以外に党

独自の活動はほとんど見られず，シリア・クルド

民主戦線の枠内で活動した（第3節第 2項a参

照）。

jシリア・クルド左派党イブラーヒーム派

アラビア語名：

al¯H˙
izb al¯Yasārl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā

クルド語名：

Partîya Çep a Kurd li Sûriyê

1965年にシリア・クルド民主党の離反者が結

成したシリア・クルド左派党の後身。党首はハ

イルッディーン・イブラーヒーム（Khayr al¯Dl̄n

Ibrāhl̄m）書記長［青山 2005b, 68¯69］。

2005年 5月20日，「デイル・ゾール宣言」の発

表に参加（第2節第 4項参照）した以外，党独自

の活動はほとんど見られず，シリア・クルド民主

戦線加盟政党の枠内で活動した（第3節第 2項a

参照）。

kシリア・クルド左派党ムラード派

1965年にシリア・クルド民主党の離反者が結

成したシリア・クルド左派党の後身。党首はハ

イルッディーン・ムラード書記長［青山 2005b,

68¯69］。

2005年の主な活動は以下のとおり。

2月15日，シリア・クルド・イェキーティー党，

シリア・クルド人民連合党とともに，ダマスカス

市内の国家最高治安裁判所前でデモを実施（第

3節第 1項g参照）。

3月29日，シリア・クルド・イェキーティー党

とシリア・クルド人民連合党に合併を呼びかけ

る（第3節第 1項f参照）。

5月21日，シリア・クルド人民連合党と合併し，

シリア・クルド・アーザーディー党を結成（第3

節第 1項f参照）。

lシリア・クルド進歩民主党ダルウィーシュ派

アラビア語名：

al¯H˙
izb al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Taqadduml̄ al¯Kurdl̄ fl̄

Sūriyā

クルド語名：

Partîya Dêmoqratî Pêşverû Kurd li Sûriyê

1977年にシリア・クルド民主党の離反者が結

成。党首はアブドゥルハミード・ダルウィーシ

ュ（‘Abd al¯H
˙

aml̄d Darwl̄sh）書記長［青山 2005b,

70¯71］。

2005年 6月13日，シリア・クルディスターン民

主党結成記念（1957年 6月14日）の祝典を計画す

るが，当局の介入によって中止を余儀なくされ

る［al¯H˙
izb al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Taqadduml̄ al¯Kurdl̄ fl̄

Sūriyā―al¯Maktab al¯Siyāsl̄ 2005］。これ以外に党

独自の活動はほとんど見られず，シリア・クルド

民主同盟加盟政党として同盟およびシリア・ク

ルド民主戦線を主導した（第3節第 2項as参

照）。
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¡0シリア・クルド進歩民主党ダーウド派

1980年代初めにシリア・クルド進歩民主党ダ

ルウィーシュ派から分離。党首はアズィーズ・ダ

ーウド（‘Azl̄z Dāwud）書記長［青山2005b, 70¯71］。

2005年の主な活動は以下のとおり。

5月 7日，ジャマール・アタースィー民主的対

話会議定例会合でダーウド書記長が改革につい

て講演［Dāwud 2005］。

5月20日，「デイル・ゾール宣言」の発表に参

加（第2節第 4項参照）。

10月初め，「ダマスカス国民民主変革宣言」発

表に先立って，シリア国民民主連合，シリア・ク

ルド民主同盟，シリア・クルド民主党（アル・パー

ルティー）ムスタファー派，シリア・クルド国民

民主党と共同声明を出し，国民的，民主的な改革

および体制の構築に合意したことを発表（注28

参照）。

またこれ以外にも，シリア・クルド民主戦線の

枠内で活動を行なった（第3節第 2項a参照）。

¡1シリア・クルド人民連合党

アラビア語名：

H
˙

izb al¯Ittih˙
ād al¯Sha‘bl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā

クルド語名：

Partîya Hevgirtina Gelê Kurd li Sûriyê

1980年にシリア・クルド左派党の離反者が結

成。党首はムスタファー・ジュムア書記長［青山

2005b, 71¯73］。

2005年の主な活動は以下のとおり。

2月15日，シリア・クルド・イェキーティー党，

シリア・クルド左派党ムラード派とともに，ダマ

スカス市内の国家最高治安裁判所前でデモを実

施（第3節第 1項g参照）。

3月 3日，シリア・クルド民主同盟，シリア・ク

ルド民主戦線，クルド・シリア民主党とともにカ

ーミシュリー事件発生 1周年にあたる 3月12日

に犠牲者を悼んで 5分間の黙祷を行なうよう呼

びかける（第3節第 1項s参照）。

5月21日，クルド・シリア民主合意，シリア・ク

ルド・イェキーティー党，シリア・クルド・ムスタ

クバル潮流とともに，カーミシュリー市でデモ

を実施（第3節第 1項a参照）。

5月21日，シリア・クルド左派党ムラード派と

合併し，シリア・クルド・アーザーディー党を結

成（第3節第 1項f参照）。

¡2シリア・クルド民主党（アル・パールティー）

イブラーヒーム派

アラビア語名：

al¯H
˙

izb al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā（al¯

Bārtl̄）

クルド語名：

Partîya Demokrat ya Kurdî li Sûriyê（al Partî）

1957年に結成されたシリア・クルド民主党の

後身。党首はナスルッディーン・イブラーヒー

ム（Nas
˙
r al¯D l̄ n Ibr āhl̄ m）書記長［青山 2005b,

73¯75］。

2005年は党独自の活動はほとんど見られず，

シリア・クルド民主同盟の枠内で活動した（第3

節第 2項s参照）。

¡3シリア・クルド民主党（アル・パールティー）

ムスタファー派

1957年に結成されたシリア・クルド民主党の

後身。党首はムハンマド・ナズィール・ムスタ

ファー（Muh
˙
ammad Nadhl̄r Mus

˙
t
˙
afā）書記長［青山

2005b, 73¯75］。

2005年の主な活動は以下のとおり。
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10月初め，「ダマスカス国民民主変革宣言」発

表に先立って，シリア国民民主連合，シリア・ク

ルド民主同盟，シリア・クルド国民民主党，シリ

ア・クルド進歩民主党ダーウド派と共同声明を

出し，国民的，民主的な改革および体制の構築

に合意したことを発表（注28参照）。

11月24日，シリア・クルド・アーザーディー党

の呼びかけのもと，クルド・シリア民主党，シリ

ア・クルド・イェキーティー党とともにカーミ

シュリー市で会合を開き，クルド民族主義勢力

の共闘態勢について議論（第3節第 1項s参照）。

またこれ以外にも，シリア・クルド民主戦線の

枠内で活動を行なった（第3節第 2項a参照）。

¡4シリア・クルド民主統一党（イェキーティー）

アラビア語名：

H
˙

izb al¯Wah
˙
da al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūrl̄ya

（Yakl̄tl̄）

クルド語名：

Partîya Yekîtî ya Demoqrat ya Kurd li Sûriyê

（Yekîtî）

シリア・クルド・イェキーティー党結党過程

で離反した活動家が1993年に結成。党首はムフ

イーッディーン・シャイフ・アーリー（Muh
˙
yl̄ al¯

Dl̄n Shaykh Āll̄）書記長［青山 2005b, 75¯77］。

2005年の主な活動は以下のとおり。

5月15日，マフムード・アリー・ムハンマド

（Mah
˙
mūd ‘All̄ Muh

˙
ammad）政治委員会（al¯Lajna al¯

Siyāsl̄ya）メンバーの公判（イラク訪問を理由に逮

捕）に抗議するため，ダマスカス市内の国家最高

治安裁判所で約500人を動員しデモを実施［H
˙

izb

al¯Wah
˙
da al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā（Yakl̄tl̄）

―al¯Lajna al¯Siyāsl̄ya 2005a］（注35）。

6月 2日，シリア・クルド・イェキーティー党

とともに，アレッポ大学でデモを実施（第3節第

1項g参照）。

またこれ以外にも，シリア・クルド民主同盟の

枠内で活動を行なった（第3節第 2項s参照）。

¡5シリア・クルド・ムスタクバル潮流

アラビア語名：

Tayyār al¯Mustaqbal al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā

2005年 5月29日に正式に発足した政治組織

［Tayyār al¯Mustaqbal al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā 2005c］。

結成に先立って発表された内規案（5月11日公表）

によると，シリア・クルド・ムスタクバル潮流は，

「シリアにおけるクルド民族主義運動の一形態，

シリアの国民的民主的運動の一部」であり，「大

衆を基盤とし……，政治的・平和的闘争を通じ

て……，［クルド］民族主義的目的と国益の調和」

をめざす［Tayyār al¯Mustaqbal al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā

2005a］。党首はミシュアル・タンムー（Mish‘al al¯

Tammū）スポークスマン。

結成後の主な活動は以下のとおり。

5月20日，「デイル・ゾール宣言」の発表に参

加（第2節第 4項参照）。

5月21日，クルド・シリア民主合意，シリア・

クルド・イェキーティー党，シリア・クルド人民

連合党とともに，カーミシュリー市でデモを実

施（第3節第 1項a参照）。

6月 5日，シリア・クルド・アーザーディー党と

シリア・クルド・イェキーティー党がカーミシ

ュリー市で組織・実施したデモ（第3節第 1項f

参照）への団結の意志を表明し，参加［Tayyār al¯

Mustaqbal al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā 2005d］。

8～ 9月，シリア国民大会の開催を呼びかける

が，その後参加を辞退（第2節第 5項参照）。

10月18日，声明を出し，「ダマスカス国民民主
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変革宣言」への署名を「クルド人の民族として

の存在に言及していない」という理由で拒否

［Tayyār al¯Mustaqbal al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā―Maktab

al¯‘Alāqāt al¯‘Āmma 2005］。

11月，アレッポ市で，シリア・クルド・イェキ

ーティー党，シリア・クルド・アーザーディー党

などとともに「ダマスカス国民民主変革宣言」

におけるクルド人の規定について意見を交換

（第3節第 1項f参照）。

12月10日，シリア・クルド・イェキーティー党

とともに，世界人権の日に合わせて，ダマスカス

市内のサブウ・バフラート広場でデモを実施（第

3節第 1項g参照）。

¡6シリア民主連合党

アラビア語名：

H
˙

izb al¯Ittih˙
ād al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ fl̄ Sūriyā

クルド語名：

Partîya Yekîtî ya Demokratîk

2003年 9月にPKKの元メンバーが結成。党首

はフアード・ウマル（Fu’ād ‘Umar）書記長［青山

2005b, 77¯78］。

2005年の主な活動は以下のとおり。

7月末，党の代表が，シリア・クルド・イェキー

ティー党とシリア・クルド・アーザーディー党

の代表とともに政府高官と会見（第3節第 1項f

参照）。

8月15日，アイン・アル=アラブ市でPKK結党

を祝う祝典を開催。祝典は治安当局の介入で強

制解除され，57人が逮捕［Akhbār al̄ Sharq 2005l］。

10月19日，声明を出し，「ダマスカス国民民主

変革宣言」への署名を「憲法においてクルド人

を第 2の民族として承認する，との要求が盛り込

まれていない」という理由で拒否［H
˙

izb al¯Ittih˙
ād

al¯Dl̄ muqrāt
˙
l̄ fl̄  Sūriyā―al¯Lajna al¯Tanfl̄ dhl̄ ya

2005］。

12月10日，カーミシュリー市でフォーラムを

開催し，アブドゥッラー・オジャラン（Abdullah

Ocalan）PKK元党首の思想について議論［H
˙

izb al¯

Ittih
˙
ād al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ fl̄ Sūriyā―al¯Maktab al¯I‘lāml̄

2005b］。

12月11日，世界人権の日に合わせて，ダマスカ

ス市内の国家最高治安裁判所前でデモを実施。

約100人を動員し，クルド人政治犯の釈放を要求

［H
˙

izb al¯Ittih˙
ād al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ fl̄ Sūriyā―al¯Maktab

al¯I‘lāml̄ 2005a］。

¡7西クルディスターン亡命政府

アラビア語名：

H
˙

ukūma Gharb Kurdistān fl̄ al¯Manfā

2004年 4月25日，ドイツのヘルネで開催され

た亡命クルド人による大会で結成が宣言された

組織。議長はリズガール・カースィム（Rizghār

Qāsim）が務める。クルディスターンの独立とク

ルド人国家の樹立を掲げ，qシリア政府による

弾圧からクルド人を守るための国連軍の派遣，

wシリア政府によるクルド人弾圧を裁くための

国際法廷の開設，eシリア国内での投獄・拷問

に対するクルド人の擁護，r米国による対シリ

ア制裁などを求める［Kurdish Media 2004］。

2005年の主な活動は以下のとおり。

9月28～29日，民主的対話のための国民会

合・パリ1を主催（第2節第 5項参照）。

10月，「ダマスカス国民民主変革宣言」への署

名を拒否（第2節第 6項参照）。

なお，2006年 1月，西クルディスターン亡命

政府はシリア・クルディスターン民主変革運動

（H
˙

araka al¯Taghyl̄r al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Kurdistānl̄ fl̄
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Sūrl̄ ya）に改称した［H
˙

araka al¯Taghyl̄ r al¯

Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Kurdistānl̄ fl̄ Sūrl̄ya 2006］。

２．政治同盟

aシリア・クルド民主戦線

アラビア語名：

al¯Jabha al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ya al¯Kurdl̄ya fl̄ Sūriyā

クルド語名：

Bera Demokrat a Kurd li Sûriyê

2001年に発足した政治同盟。2006年 3月現在

の加盟政党は，シリア・クルド民主党（アル・パー

ルティー）ムスタファー派，シリア・クルド左派

党イブラーヒーム派，シリア・クルド進歩民主党

ダーウド派，シリア・クルド国民民主党［青山

2006b, 20¯21］。2005年 5月に新規加盟したシリ

ア・クルド・アーザーディー党は，2006年 3月に

加盟を凍結した（第3節第 1項f参照）。

2005年の主な活動は以下のとおり。

3月 3日，シリア・クルド民主同盟，シリア・ク

ルド人民連合党，クルド・シリア民主党とともに

カーミシュリー事件発生 1周年にあたる 3月12

日に犠牲者を悼んで 5分間の黙祷を行なうよう

呼びかける（第3節第 1項s参照）。

6月 5日，シリア・クルド・イェキーティー党と

シリア・クルド・アーザーディー党がカーミシュ

リー市で実施したデモ（第3節第 1項f参照）へ

の参加をシリア・クルド民主同盟とともに辞退

し，ハズナウィー師失踪殺害事件を調査するた

めの国際委員会の設置を呼びかける［al¯Tah
˙
āluf

al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā and al¯Jabha al¯

Dl̄muqrāt
˙
l̄ya al¯Kurdl̄ya fl̄ Sūriyā 2005a］（注36）。

7月 1日，シリア・クルド民主同盟とともに行

動委員会（Lajna al¯‘Amal al¯Mushtarak）を設置。

他の政治勢力との連携のもと，民主主義，戒厳

令解除，政党法制定，政治犯釈放，生活水準向上，

クルド問題の民主的解決をめざす［al¯Tah
˙
āluf al¯

Dl̄ muqr āt
˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā and al¯Jabha al¯

Dl̄muqrāt
˙
l̄ya al¯Kurdl̄ya fl̄ Sūriyā 2005b］。

9月 8日，シリア・クルド・アーザーディー党

とシリア・クルド・イェキーティー党のイニシ

アチブのもと，「例外的統計」43周年に合わせた

デモが計画された基本的自由・人権擁護国民調

整委員会の会合への出席をシリア・クルド民主

同盟とともにボイコット（第3節第 1項f参照）。

9月18日，シリア・クルド民主同盟と共同声明

を出し，ハサカ市で「例外的統計」に合わせたデ

モの実施を呼びかける［al¯Jabha al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ya

al¯Kurdl̄ya fl̄ Sūriyā and al¯Tah
˙
āluf al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯

Kurdl̄ fl̄ Sūriyā―al¯Hay’a al¯‘Āmma 2005］。

10月16日，「ダマスカス国民民主変革宣言」の

作成・発表を主導（第2節第 6項参照）。

sシリア・クルド民主同盟

アラビア語名：

al¯Tah
˙
āluf al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūrl̄ya

クルド語名：

Hevbendiya Demokrat a Kurd li Sûriyê

1992年に発足した政治同盟。2006年 3月現在

の加盟政党は，シリア・クルド民主党（アル・パー

ルティー）イブラーヒーム派，シリア・クルド進

歩民主党ダルウィーシュ派，シリア・クルド民主

統一党（イェキーティー）［青山 2006b, 21¯23］。

3月 3日，シリア・クルド民主戦線，シリア・ク

ルド人民連合党，クルド・シリア民主党とともに

カーミシュリー事件発生 1周年にあたる 3月12

日に犠牲者を悼んで 5分間の黙祷を行なうよう

呼びかける（第3節第 1項s参照）。

6月 5日，シリア・クルド・イェキーティー党と
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シリア・クルド・アーザーディー党がカーミシ

ュリー市で実施したデモへの参加をシリア・ク

ルド民主戦線とともに辞退し，ハズナウィー師

失踪殺害事件を調査するための国際委員会の設

置を呼びかける（第3節第 1項f，第 2項a参照）。

7月1日，シリア・クルド民主戦線とともに行

動委員会を設置（第3節第 2項a参照）。

9月 8日，シリア・クルド・アーザーディー党

とシリア・クルド・イェキーティー党のイニシ

アチブのもと，「例外的統計」43周年に合わせた

図　クルド民族主義政党・政治組織の分裂の経緯（2006年3月現在）
1957

1958

1980

1982?

?

?

1992

1993

2004 2004

2005

2006

1965

シリア・クルディスターン民主党

シリア・クルド民主党

シリア・クルド民主党
（アル・パールティー）

1970

1975 1975

シリア・クルド左派党

シリア・クルド進歩民主党

シリア・クルド進歩民主党
ダーウド派

シリア・クルド進歩民主党
ダルウィーシュ派

1977

1980

クルド・シリア民主党

シリア・クルド民主党（アル・パ
ールティー）ムスタファー派

シリア・クルド国民民主党 シリア・クルド民主党（アル・パ
ールティー）イブラーヒーム派

シリア・クルド左派党
イブラーヒーム派

シリア・クルド人民連合党

1997

シリア・クルド左派党ムラード派

シリア・クルド・アーザーディー党

2003

2005

シリア・クルド・イェキーティー党
シリア・クルド民主統一党

（イェキーティー）

PKK

クルド・シリア民主合意

シリア民主連合党

2003

西クルディスターン亡命政府

シリア・クルディスターン
民主変革運動

シリア・クルド・ムスタクバル潮流

シリア・クルディスターン
民主パールティー

?

?

（出所）筆者作成。
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デモが計画された基本的自由・人権擁護国民調

整委員会の会合への出席をシリア・クルド民主

戦線とともにボイコット（第3節第 1項f，第 2

項a参照）。

9月18日，シリア・クルド民主戦線と共同声明

を出し，「例外的統計」に合わせたデモのハサカ

市での実施を呼びかける（第3節第 2項a参照）。

10月初め，「ダマスカス国民民主変革宣言」発

表に先立って，シリア国民民主連合，シリア・ク

ルド民主党（アル・パールティー）ムスタファー派，

シリア・クルド国民民主党，シリア・クルド進歩

民主党ダーウド派と共同声明を出し，国民的，

民主的な改革および体制の構築に合意したこと

を発表（注28参照）。

10月16日，「ダマスカス国民民主変革宣言」の

作成・発表を主導（第2節第 6項参照）。

結びにかえて

第3節ではクルド民主主義政党・政治組織，

政治同盟の活動状況を個別に解説したが，それ

らを2005年の政情変化や反政府運動全体の動向

と連関させてみると，以下のような特徴，ないし

は傾向を見い出すことができる。

第 1の特徴は，ハリーリー元首相暗殺によっ

てアサド政権が外交的窮地に陥るなかで，活動

を活性化させ，国内外の反政府勢力との共闘を

本格的に進めていった点である。第2節でも述

べたとおり，シリアの反政府勢力は，イデオロギ

ー・思想潮流や活動拠点の違いを越えて，一致

団結して改革をめざすようになったが，クルド

民族主義政党・政治組織は常にこうした動きの

一翼を担った。

第 2の特徴は，他のイデオロギー・思想潮流に

属す反政府勢力との共闘がクルド民族主義勢力

内の路線対立をしだいに激化させていった点で

ある。この路線対立は，「民主化」と民族主義をい

かに関係づけるかをめぐる見解の相違に端を発

しており，彼らを民族至上主義派と民主化重視

派とでも呼ぶべき二つの陣営へと分裂させた。

民族至上主義派は，他の反政府勢力との共闘

を是認しつつも，クルド民族主義に依拠してク

ルド人の民族的生存権や政治的・文化的自治の

実現を強調し，「クルド問題」の解決を「民主化」

の前提条件と位置づける陣営である。同陣営は，

シリア・クルド・イェキーティー党，シリア・ク

ルド・アーザーディー党（その前身のシリア・クル

ド人民連合党とシリア・クルド左派党ムラード派），

シリア・クルド・ムスタクバル潮流，シリア民主

連合党，クルド・シリア民主党，西クルディスタ

ーン亡命政府からなる。一方，民主化重視派は，

シリアの反政府勢力にとって共通の目標である

権威主義体制の変革と「民主化」を最優先させ，

「民主化」プロセスのなかで「クルド問題」を解

決しようとする陣営である。同陣営は，シリア・

クルド民主同盟（シリア・クルド民主統一党（イェ

キーティー），シリア・クルド民主党（アル・パールテ

ィー）イブラーヒーム派，シリア・クルド進歩民主党

ダルウィーシュ派），シリア・クルド民主戦線（シリ

ア・クルド民主党（アル・パールティー）ムスタファ

ー派，シリア・クルド左派党イブラーヒーム派，シリ

ア・クルド進歩民主党ダーウド派，シリア・クルド国

民民主党），クルド・シリア民主合意からなる。

民族至上主義派と民主化重視派の対立は，ク

ルド民族主義勢力内の多元性や民主性の表れと

好意的にとらえることもできる。だが，この対

立が，シリアの反政府勢力全体の分裂をもたら

していることはまぎれもない事実であり，クル
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ド民族主義勢力がシリアにおける改革運動を担

うには，こうした状況を克服することが急務で

ある（注37）。

（注 1） なお青山（2006a）では，イラク戦争後の政治情勢

を四つの局面に分けて概説したが，その第 1局面（イ

ラク戦争勃発から国連安保理決議第1559号採択まで）

の解説は本稿では割愛した。

（注 2） 国連安保理決議第 1559号全文については，

http://daccdessdds.un.org/doc/UNDOC/GEN/N04/498/

92/PDF/N0449892.pdf?OpenElement（2004年 9月閲覧）

を参照。

（注 3） 2004年 9月下旬，アサド政権はレバノン山地県か

らシリア軍約3000人を撤退させ，また同年12月半ばに

はベイルート国際空港周辺などの治安組織施設を撤

収した［Reuters 2004 ; Taql̄ al¯Dl̄n 2004］。

（注 4） シリア軍の完全撤退は，2005年 5月下旬に提出さ

れた国連の検証報告書（全文は［The Daily Star 2005］

に掲載）で確認された。だが，シリアの治安組織の撤

退状況については検証困難と結論づけられ，そのこと

がシリアの内政干渉に対する米仏などのその後の批

判の根拠となった。

（注 5） 国連安保理決議第 1595号全文については，

http://daccdessdds.un.org/doc/UNDOC/GEN/N05/299/

98/PDF/N0529998.pdf?OpenElement（2005年 4月閲覧）

を参照。

（注 6） UNIIIC第 1回報告書全文については，http://

www.un.org/news/dh/docs/mehlisreport/（2005年10

月閲覧）を参照。

（注 7） 国連安保理決議第 1636号全文については，

http://daccdessdds.un.org/doc/UNDOC/GEN/N05/579/

61/PDF/N0557961.pdf?OpenElement（2005年10月閲

覧）を参照。

（注 8） UNIIICは，ルストゥム・ガザーラ（Rustum

Ghazāla）准将（前駐留シリア軍治安偵察機構課長），

ジャーミウ・ジャーミウ（ Jāmi‘ Jāmi‘）准将（ガザーラ

准将の副官），アブドゥルカリーム・アッバース（‘Abd

al¯Karl̄m ‘Abbās）准将（軍事情報局パレスチナ課長），

ザーヒル・ユースフ（Z
˙

āhir Yūsuf）准将（軍事情報局

で通信・インターネット部門を指揮），サミーフ・カシ

ュマイー（Saml̄h
˙

Qashma‘l̄）退役大佐をウィーンで

事情聴取しただけであった。

（注 9） 2004年10月 1日，進歩社会主義党（al¯H˙
izb al¯

Taqadduml̄  al¯Ishtir ākl̄）のマルワーン・ハマーダ

（Marwān H
˙

amāda）議員が暗殺未遂に遭った。この事

件は，ラッフード大統領任期延長後初の「テロ」であ

り，以降2005年12月12日のジュブラーン・トゥワイ

ニー（ Jubrān Tuwaynl̄）議員（『アン=ナハール』

〔al¯ Nahār〕編集長）暗殺事件を含めて15件の「暗殺

（未遂）テロ」や「爆弾テロ」が発生した［al̄ H
˙

ayāt

2005c］。

（注 10）国連安保理決議第 1644号全文については，

http://daccdessdds.un.org/doc/UNDOC/GEN/N05/647/

20/PDF/N0564720.pdf?OpenElement（2005年12月閲

覧）を参照。

（注 11）ハリーリー元首相の「盟友」であったハッダーム

副大統領は，元首相の葬儀にシリアの要人として唯

一出席した後，政策決定の場から完全に排除された。

その後，バアス党第10回シリア地域大会（2005年 6

月 6～ 9日）の初日に，すべての公職（副大統領，進

歩国民戦線中央指導部メンバー，バアス党シリア地

域指導部メンバー）からの引退を宣言し，パリに移住

した［Akhbār al̄ Sharq 2005a ; 2005f ; 2005j ; H
˙

aml̄dl̄

2005b ; SANA 2005b］。

（注 12）シャルア外務大臣は2006年 2月，副大統領（外務

担当）に就任し，後任の外務大臣にはワリード・ムア

ッリム（Wall̄d al¯Mu‘allim）外務副大臣が就任した。

（注 13）「未来のシリアのための政治計画」の詳細な内

容については，末近（2005, 309¯312）を参照。

（注 14）「クルド問題」とは一般的に，トルコ，イラク，

イランといった国々におけるクルド民族主義運動の

展開と，それによってもたらされる差別・抑圧を示

す。だが本稿で筆者が「クルド問題」という場合，そ

れは単にクルド人への恣意的差別を意味するのでは

なく，「合法的」な制度や法律を通じて「制度化」され

た差別を指す。なお，「クルド問題」の詳細について

は，青山（2005c）を参照。

（注 15）この声明でシリア・ムスリム同胞団はクルド人

への人種差別の撤廃や「クルド問題」の解決を主唱し

た。

（注 16）なお，基本的自由・人権擁護国民調整委員会加

盟組織は，2003年と2004年にダマスカス市内の首相

府前で行われた 3度にわたるデモ（2003年10月 5日，
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同年12月10日，2004年12月 9日）を通じて共闘態勢

を整えた［青山 2005b, 79, 80 ; al¯Tajammu‘ al¯Wat
˙
anl̄

al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄  fl̄  Sūrl̄ya, al¯Tah

˙
āluf al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄  al¯

Kurdl̄ fl̄ Sūriyā, al¯Jabha al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ya al¯Kurdl̄ya

fl̄ Sūriyā et al. 2004a ; 2004b］。

（注 17）2004年 3月に発生したシリア現代史上初のクル

ド人による民衆暴動。3月12日にカーミシュリー市

で予定されていた地元サッカー・チームとデイル・ゾ

ール県所属のチームとの対戦直前に起きた，両チー

ム・サポーター（地元のクルド系住民とデイル・ゾー

ル県から訪れたアラブ系住民）のスタジアム内での衝

突に端を発したこの暴動は，まもなく市全土に拡大，

暴徒化した民衆に警察・治安部隊が無差別発砲を行

うにいたり，事態は騒乱の様相を呈した。また事件

発生を受け，ハサカ市，アフリーン市，アイン・アル=

アラブ市，ダマスカス市，ドゥンマル市（ワーディー・

アル=マシャーリーウ），アレッポ市などで，クルド系

住民が連日のようにゼネストやデモを組織し，カーミ

シュリー市での暴動の真相究明を政府に要求すると

ともに，クルド人に対する差別の撤廃を訴えた。アサ

ド政権はこれら一連の暴動に対して，警察・治安部

隊を動員し，同月18日までに弾圧したが，その間，

30人以上が死亡，約130人が負傷し，約1700人の市民

が逮捕された。また約600人がイラクへ避難し，難民

生活を強いられた［青山 2005c, 42 ; Akhbār al̄ Sharq

2005k］。

（注 18）1980年 7月 8日に制定・施行された法律で，シリ

ア・ムスリム同胞団に所属するすべての者の極刑を定

めている。1980年法律第49号の詳細な内容について

は，末近（2005, 266）を参照。

（注 19）文化会議とは，市民社会の確立をめざす運動体，

ないしは市民社会の構成機関であり，主催者の自宅で

定期的に会合を開き，有識者を招聘し，政治，経済，

社会，宗教といった問題に関する講演を行なわせ，

その内容について出席者の間で議論を交わすことを

目的としている［青山 2005a, 38¯39］。

（注 20）Akhbār al̄ Sharq（2005b）によると14の組織が，

島崎（2005, 10）によると15の組織が，Akhbār al̄ Sharq

（2005c）によると17の組織が参加した。

（注 21）国内の有識者が中心となって2000年末に開始し

た改革運動の通称で，文化会議の会合を通じて，市民

社会の設立などを議論し，アサド政権に改革を迫った。

2001年初めに最高潮に達したこの運動は，同年 2月に

文化会議の会合が閉鎖に追い込まれた後，8月から 9

月にかけての指導者・活動家10人が逮捕され，2002

年夏までにその全員が有罪判決を受けたことで頓挫

した［青山 2005a, 37¯56］。

（注 22）アタースィー代表，アブドゥッラー氏，フサイ

ン・アウダート（H
˙

usayn al¯‘Awdāt）氏，ユースフ・ジ

ャフマーニー（Yūsuf al¯Jahmānl̄）氏，ナーヒド・バダ

ウィーヤ（Nāhid Badawl̄ya）氏，アブドゥンナースィ

ル・カフルース（‘Abd al¯Nās
˙
ir Kah

˙
lūs）氏，ハーズィ

ム・ナハール（H
˙

āzim al¯Nahār）氏，ジハード・マスー

ティー（ Jihād Masūtl̄）氏，ムハンマド・マフフード

（Muh
˙
ammad Mah

˙
fūd

˙
）氏［al¯Munaz

˙
z
˙

ama al¯‘Arabl̄ya

li¯H˙
uqūq al¯Insān fl̄ Sūriyā―Majlis al¯Idāra 2005c］。

（注 23）事件の背景には，2005年 2月半ばのハズナウィ

ー・バヤーヌーニー会談で，シリア・ムスリム同胞団

とクルド民族主義勢力の接近が促されることへの治

安当局の警戒感があったと考えられた［Akhbār al¯
Sharq 2005c ; Amnesty International 2005 ; al¯
Bayānūnl̄ 2005 ; H

˙
izb al¯Wah

˙
da al¯Dl̄ muqrāt

˙
l̄  al¯

Kurdl̄ fl̄ Sūriyā（Yakl̄tl̄）2005］。

（注 24）2005年 5月25日，26日，30日，ジャマール・ア

タースィー民主的対話会議メンバーらの逮捕とハズ

ナウィー師失踪殺害事件に抗議するデモがダマスカ

ス市内で実施されたが，このうち25日のデモ以外は

当局によって弾圧された［Akhbār al¯ Sharq 2005d ;

H
˙

izb Yakl̄tl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā―al¯Lajna al¯Siyāsl̄ya

2005a ; Lajna al¯Tansl̄ q al¯Wat
˙
anl̄  li¯l¯Dif ā‘ ‘an

al¯H˙
urrl̄yāt al¯Asāsl̄ya wa H

˙
uqūq al¯Insān 2005b］。

（注 25）バアス党が指導する翼賛的政治同盟。2006年現

在の加盟組織は，バアス党，アラブ社会主義者運動ア

フマド・ムハンマド・アフマド（Ah
˙
mad Muh

˙
ammad

al¯Ah
˙
mad）派，国民誓約党（H

˙
izb al¯‘Ahd al¯Wat

˙
anl̄），

統一社会主義者党（ H
˙

izb al¯Wah
˙

dawl̄ yl̄ n al¯
Ishtirākl̄ yl̄ n），統一社会民主主義党（al¯H

˙
izb al¯

Wah
˙
dawl̄ al¯Ishtirākl̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄），アラブ社会主義

連合党（H
˙

izb al¯Ittih˙
ād al¯Ishtirākl̄ al¯‘Arabl̄），アラブ

民主連合党（H
˙

izb al¯Ittih˙
ād al¯‘Arabl̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄），

シリア共産党（al¯H˙
izb al¯Shuyū‘l̄  al¯Sūrl̄）ウィサー

ル・ファルハ（Wis
˙
āl Farh

˙
a）派，同ユースフ・ファイ

サル（Yūsuf Fays
˙

al）派，シリア民族社会党イサー

ム・マハーイリー（‘Is
˙
ām al¯Mah

˙
āyirl̄）派。

（注 26）1988年に結成された組織。党首（最高調整委員会

〔Lajna al¯Tansl̄q al¯‘Ulyā〕総合調整役〔al¯Munassiq
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al¯‘Ā mm〕）はマルワーン・ハンムード（Marwān

H
˙

ammūd）が務める。アブドゥルアズィーム弁護士が

スポークスマンを務めるシリア国民民主連合とは別

組織。また，ハーフィズ・アサド（H
˙

āfiz al¯Asad）前

政権のもとで1998年に結成されたクルド人組織，シ

リア国民民主連合（al¯Tajammu‘ al¯Wat
˙
anl̄ al¯

Dl̄muqrāṫ l̄ al¯Sūrl̄，ムハンマド・マルワーン・ザルキ

ー〔Muh
˙
ammad Marwān al¯Zarkl̄〕議長）とも別組織

と思われる［Ah
˙
rār Sūrl̄ya 2006］。

（注 27）なおUNIIICの第 1回報告書提出に合わせて，10

月半ばには民主的対話のための国民会合・パリ 2が

予定されたが，開催されなかった［al¯Tajammu‘ min

Ajl Sūrl̄ya 2005］。

（注 28）「ダマスカス国民民主変革宣言」の発表に先立

って，10月初め，シリア国民民主連合，シリア・クル

ド民主同盟，シリア・クルド民主党（アル・パールティ

ー）ムスタファー派，シリア・クルド国民民主党，シリ

ア・クルド進歩民主党ダーウド派が共同声明を出し，

国民的，民主的な改革および体制の構築に合意したこ

とを発表した［al¯Tajammu‘ al¯Wat
˙
anl̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄

fl̄ Sūrl̄ya, al¯Tah
˙
āluf al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā,

al¯H˙
izb al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā（al¯Bārtl̄）et

al. 2005］。

（注 29）これに対して，ダマスカス宣言暫定委員会は公然

活動を控え，声明を通じてアサド政権を批判し続けた。

例えば，11月半ば，アサド大統領のダマスカス大学で

の演説を批判し，UNIIICへの協力とレバノンに対する

敵対的な政策の放棄などを求めた。また，世界人権の

日に合わせて，国民に自由，民主主義，人権のための

闘争を行なうよう呼びかけた［al¯Lajna al¯Mu’aqqata

li¯I‘lān Dimashq 2005b ; 2005c］。

（注 30）また，11月上旬，シリア治安当局は，欧米滞在

中に欧米の高官と会見したとの容疑で，「ダマスカス

の春」の指導者の 1人で国民民主自由主義者連合の創

設者でもあるカマール・ルブワーニー（Kamāl al¯
Lubwānl̄）氏を逮捕した。その一方で，アサド大統領

は反政府勢力に対する優位を誇示すべく，11月 2日，

政治犯190人を対象とした恩赦を実施するとの大統領

令を発した。この恩赦には，5月に逮捕されたジャマ

ール・アタースィー民主的対話会議のアブドゥッラー

氏，アラブ人権機構のラアドゥーン会長らが含まれて

いた。また，政権は官制デモを通じて動員力を誇示

した。例えば，UNIIICの第 1回報告書提出を受け，

10月24日，ダマスカス市やアレッポ市で報告書の

「不正に満ちた嫌疑」に抗議するための数千人規模の

デモを組織した。また，国連安保理決議第1636号採

択直後の11月初めから12月下旬にかけて，ダマスカ

スの米大使館前で，外圧に反対する座り込みテント

を設営させた［Akhbār al¯ Sharq 2005o ; al¯Dayrl̄

2005b ; H
˙

aml̄dl̄ 2005d ; al¯Lajna al¯Sūrl̄ya li¯H˙
uqūq

al¯Insān 2005b ; SANA 2005c ; al̄ Thawra 2005］。

（注 31）なお本節では，国籍剥奪者権利擁護委員会，クル

ド・アラブ友好協会，シリア・クルド人権委員会，シリ

ア・クルド人権侵害監視団，シリア人権・基本的自由

擁護クルド機構，殉教者マアシューク・ハズナウィー

師クルド文化会議，ジェラーデト・ベドゥルハーン文

化会議といった文化会議・人権擁護団体についての

解説は割愛した。

（注 32）1962年 8月23日に制定された1962年法律第93

号に基づき，10月 5日にハサカ県で実施された人口統

計の再調査。この調査によって，多くのクルド人が外

国人と認定され，国籍を剥奪された。詳細については，

青山（2005c, 52¯54）を参照。

（注 33）またシリア・クルド・イェキーティー党も，5月 5

日，合併のための対話に積極的に応じるとの立場を表

明した［H
˙

izb Yakl̄tl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā―al¯Lajna al¯
Markazl̄ya 2005b］。

（注 34）またこれ以外にも，自由民主主義者党，リベラル

民主世俗同盟，シャーム民主研究センターが会合に

出席した［H
˙

izb Yakl̄tl̄  al¯Kurdl̄  fl̄ Sūriyā and H
˙

izb

Āzādl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā 2005］。

（注 35）ムハンマド政治委員会メンバーはその後 9月25

日，国家最高治安裁判所で禁固 5年の有罪判決を受け

た［H
˙

izb al¯Wah
˙
da al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄  al¯Kurdl̄ fl̄  Sūrl̄ya

（Yakl̄tl̄）―al¯Lajna al¯Siyāsl̄ya 2005b］。

（注 36）また，シリア・クルド進歩民主党ダルウィーシュ

派のダルウィーシュ書記長自宅に，シリア・クルド民

主同盟，シリア・クルド民主戦線，そしてアラブ人部

族の各代表が集い，治安当局の弾圧を批判しつつも，

暴動に反対の意思を示し，シリア・クルド・イェキー

ティー党とシリア・クルド・アーザーディー党の行動

を批判した。これに対して，6月 7日，シリア・クル

ド・イェキーティー党のフアード・アリークー（Fu’ād

‘All̄kū）政治委員会（al¯Lajna al¯Siyāsl̄ya）メンバー

は，「我々と街頭で力で対抗し，我々を政治的に孤立さ

せた」と述べ，暴動の鎮圧をめざしたシリア・クルド
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民主同盟，シリア・クルド民主戦線を非難した［‘All̄kū

2005 ; al¯Jabha al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ya al¯Kurdl̄ya fl̄ Sūriyā

and al¯Tah
˙
āluf al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā 2005］。

（注 37）なお，シリアのクルド民族主義勢力内の対立につ

いては，2006年に公刊予定の間寧編『西・中央アジア

諸国における亀裂構造と政治体制』（仮題）に集録さ

れる拙稿「シリア――権威主義体制に対するクルド民

族主義勢力の挑戦――」（青山 未刊行）で詳しく論じ

たので，別途参照されたい。
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Wat

˙
anl̄  al¯Dl̄ muqrāt

˙
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――― 2005g. “Ākhir Rumūz Rabl̄‘ Dimashq fl̄ Dhimma
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˙
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udūth “Ittis
˙
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a al¯Sūrl̄ya!” August 11.

――― 2005l. “Ah
˙
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˙
d H

˙
u

˙
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˙
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˙
l̄n li¯“I‘lān Dimashq”

Tatarāwah
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Tarā anna Taqrl̄r Ml̄ll̄s qad “Inhār”,” November 28.

――― 2006. “Ba‘da H
˙

adl̄th Khaddām : al¯Asad wa al¯
Shar‘ Mat

˙
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˙
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āribūn¯nā,” Amude.net, June 7.

Amnesty International 2005. “Syria : Leading Islamic

Cleric “Tortured to Death”,” June 1.

Amude.net（http://www.amude.net/）2005. “Lijān Ih
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al¯Sūrl̄ya li¯l¯‘Amal al¯Dl̄muqrāt
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Bārtl̄ Dl̄muqrāt
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˙
l̄ Kurdist ān Sūriyā― al¯Lajna al¯
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˙
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˙
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August.

H
˙
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r Allāh… Shawāri‘ Dimashq Tashhad

Akbar Masl̄ra mindhu Sanawāt Ta’yl̄dan li¯l¯Asad,”
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lāh

˙
wa al¯

Taghyl̄r al¯H˙
ukūml̄… al¯Qiyāda al¯Sūrl̄ya Tarudd

Sha‘bl̄ yan ‘al ā al¯D
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˙
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ād al¯Dl̄ muqrāt
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Qāmishll̄ wa Ih
˙
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ādl̄ya

Mustaraka Tamhl̄ dan li¯Inj āz al¯Wah
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˙

h
˙
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˙
z
˙
ama Biljl̄ kā
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˙
h¯hi,” May 12.

H
˙

izb al¯Wah
˙
da al¯Dl̄muqrāt
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āluf al¯Dl̄ muqr āt
˙
l̄  al¯Kurdl̄  fl̄  S ūriy ā 2005.

“Ijtimā‘ Wat
˙
anl̄ fl̄  Manzal ‘Abd al¯H˙

aml̄d Darwl̄sh

li¯l¯Tabāh
˙
uth fl̄ al¯Hamm al¯Wat

˙
anl̄ al¯Mushtarak,”

June 6.

al¯Jabha al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ya al¯Kurdl̄ya fl̄  Sūriyā and al¯

Tah
˙
āluf al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā―al¯Hay’a

al¯‘Āmma 2005. “I‘tis
˙

ām Jamāhirl̄  fl̄  Dimashq bi¯
Munāsaba Dhikrā al¯Ih˙

s
˙
ā’ al¯Istithnā’l̄ fl̄ al¯H˙

asaka,”

September 18.

Jamā‘a al¯Ikhwān al¯Musliml̄n fl̄ Sūrl̄ya 2001. “Mashrū‘

Ml̄thāq Sharaf Wat
˙
anl̄ li¯l¯‘Amal al¯Siyāsl̄,” May 3.

――― 2004. “al¯Mashrū‘ al¯Siyāsl̄  li¯Sūrl̄ ya al¯
Mustaqbal : Ru’ya Jamā‘a al¯Ikhwān al¯Musliml̄n fl̄

Sūrl̄ya.”

――― 2005a. “al¯Nidā’ al¯Wat
˙
anl̄ li¯l¯Inqādh,” March 4.

――― 2005b. “al¯Qad
˙
l̄ya al¯Kurdl̄ya : Ru’ya Jamā‘a al¯

Ikhwān al¯Musliml̄n fl̄ Sūrl̄ya,” May 17.

al¯Jam‘l̄ ya al¯Wat
˙
anl̄ya al¯Sūrl̄ ya fl̄  Kanadā 2005a.

“Bayān min al¯Jam‘l̄ ya al¯Wat
˙
anl̄ ya al¯Sūrl̄ ya fl̄

Kanadā bi¯Sha’n I‘tidhār¯hā ‘an ‘Adam al¯Mushāraka

fl̄ Mu’tamar Bārl̄s,” September.

――― 2005b. “Bayān min al¯Jam‘l̄ya al¯Wat
˙
anl̄ya al¯

Sūrl̄ ya f l̄  Kanadā h
˙

awla al¯Ind
˙

imām il ā I‘l ān

Dimashq,” October 17.

Khad
˙
r, ‘Abd al¯H

˙
aml̄d H

˙
ājj 2005. “Bayān S

˙
uh

˙
ufl̄  li¯

H
˙

araka al¯H
˙

urrl̄ ya wa al¯Tad
˙

āmun al¯Wat
˙
anl̄  fl̄

Sūrl̄ya li¯Da‘m I‘lān Dimashq,” October.

Kurdish Media（http://www.kurdmedia.com/）2004. “The

Herne Declaration of the West Kurdistan Government

in Exile,” April 29.

al¯Lajna al¯Kurdl̄ya li¯H
˙

uqūq al¯Insān fl̄  Sūriyā 2005.

“Bayān al¯Lajna al¯Kurdl̄ya li¯H˙
uqūq al¯Insān Maf

h
˙

awla Muz
˙
āhara al¯Qāmishll̄ li¯l¯Tad

˙
āmun ma‘a al¯

Shaykh al¯Khaznawl̄,” May 21.

al¯Lajna al¯Mu’aqqata li¯I‘lān Dimashq 2005a. “Bayān ilā

al¯Sha‘b,” November 1.

――― 2005b. “Bayān min al¯Lajna al¯Mu’aqqata li¯I‘lān

Dimashq,” November.

――― 2005c. “al¯Iltizām bi¯“al¯Shar‘l̄ya al¯Duwall̄ya li¯
H
˙

uqūq al¯Insān” Muhimma Wat
˙
anl̄ya,” December 10.

al¯Lajna al¯Sūrl̄ya li¯H˙
uqūq al¯Insān 2005a. “Bayān min

al¯Lajna al¯Sūrl̄ya li¯H˙
uqūq al¯Insān : Man‘ In‘qād

Ijtimā‘ al¯Lajna al¯Mu’awwata li¯I‘l ān Dimashq,”

November 14.

――― 2005b. “Q ā’ima bi¯Asmā’ Mu‘taqall̄ n Ut
˙
liq

Sirā
˙
h¯hum bi¯Tārl̄kh 28/11/2005,” November 28.

Lajna al¯Tansl̄q al¯Wat
˙
anl̄ li¯l¯Difā‘ ‘an al¯H˙

urrl̄yāt al¯
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Asāsl̄ya wa H
˙

uqūq al¯Insān 2005a. “Lajna al¯Tansl̄q

al¯Wat
˙
anl̄  li¯l¯Difā‘ ‘an al¯H˙

urrl̄yāt al¯Asāsl̄ya wa

H
˙

uqūq al¯Insān Tujaddid Da‘wa li¯l¯I‘tis
˙

ām fl̄  al¯
Dhikrā al¯Sanawl̄ya al¯Thāniya wa al¯Arba‘ūn li¯
I‘lān H

˙
āla al¯T˙

awāri’ wa al¯Dhikrā al¯Ūlā li¯Ah
˙
dāth

al¯Qāmishll̄,” March 7.

――― 2005b. “Da‘wa ilā al¯Sha‘b al¯Sūrl̄ li¯l¯I‘tis˙
ām min

Ajl al¯Mut
˙
ālaba bi¯It

˙
l āq Sirā

˙
h al¯Mu‘taqall̄ n al¯

Siyāsl̄yl̄n,” May 26.

al¯Lajna al¯Wat
˙
anl̄ya al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ya fl̄  Dayr al¯Zawr

2005. “I‘l ān Dayr al¯Zawr : S ūriy ā H
˙

urra

Dl̄muqrāt
˙
l̄ya wa Wat

˙
an li¯Jaml̄‘ Abnā’¯hā,” May 21.

Lijān al¯Difā‘ ‘an al¯H˙
urrl̄yāt al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ya wa H

˙
uqūq

al¯Insān fl̄ Sūriyā―Majlis al¯Umanā’ 2005a. “Bayān

Lijān al¯Difā‘ ‘an al¯H
˙

urrl̄yāt al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ya wa

H
˙

uqūq al¯Insān fl̄ Sūriyā（L.D.H
˙

.）,” May 29.

――― 2005b. “Tas
˙

rl̄h
˙

S
˙

uh
˙
ufl̄  Lijān al¯Dif ā‘ ‘an al¯

H
˙

urrl̄ yāt al¯Dl̄ muqrāt
˙
l̄ ya wa H

˙
uqūq al¯Insān fl̄

Sūriyā,” December 1.

Lijān Ih
˙
yā’ al¯Mujtama‘ al¯Madanl̄ fl̄  al¯H˙

asaka wa al¯
Qāmishll̄ 2005. “Bayān ilā al¯Ra’y al¯‘Āmm,” June 5. 

Markaz al¯Ml̄mās li¯l¯Thaqāfa wa al¯I‘lām 2005. “Tah
˙
l̄ya

min Markaz al¯Ml̄mās li¯l¯Thaqāfa wa al¯I‘lām ilā

I‘lān Dimashq,” October 16.

al¯ Mawqif al¯ Dl̄ muqrāt
˙

l̄ 2005. Special Number（I‘lān

Dimashq li¯Taghyl̄ r al¯Wat
˙
anl̄  al¯Dl̄ muqr āt

˙
l̄）,

November.

al¯Munaz
˙
z
˙

ama al¯‘Arabl̄ya li¯H˙
uqūq al¯Insān fl̄ Sūriyā―

Majlis al¯Idāra 2005a. “Bayān al¯Munaz
˙
z
˙

ama al¯
‘Arabl̄ya li¯H˙

uqūq al¯Insān fl̄ Sūriyā bi¯Sha’n I‘tiqāl

‘All̄ al¯‘Abd Allāh,” May 16.

――― 2005b. “Bayān al¯Munaz
˙
z
˙

ama al¯‘Arabl̄ ya li¯
H
˙

uqūq al¯Insān fl̄ Sūriyā bi¯Sha’n I‘tiqāl Ra’l̄s¯hā al¯
Muh

˙
āml̄ Muh

˙
ammad Ra‘dūn,” May 22.

――― 2005c. “Bayān al¯Munaz
˙

z
˙

ama al¯‘Arabl̄ya li¯
H
˙

uqūq al¯Insān fl̄ Sūriyā,” May 24.

――― 2005d. “al¯Munaz
˙
z
˙

ama al¯‘Arabl̄ya li¯H˙
uqūq al¯

Insān Tad‘ū ilā I‘tis
˙
ām Ih

˙
tijājan ‘alā al¯I‘tiqālāt al¯

Akhl̄ra,” May 27.

――― 2005e. “Bayān S
˙

uh
˙
ufl̄  min al¯Munaz

˙
z
˙

ama al¯
‘Arabl̄ya li¯H˙

uqūq al¯Insān fl̄ Sūriyā h
˙

awla Ightiyāl

Nāshit
˙

Kurdl̄ fl̄ H
˙

alab,” September 10.

――― 2005f. “Bayān min al¯Munaz
˙
z
˙

ama al¯‘Arabl̄ya li¯

H
˙

uqūq al¯Insān fl̄ Sūriyā : Taqdl̄m al¯Muh
˙
āml̄ H

˙
asan

‘Abd al¯‘Az
˙

l̄m li¯l¯Mah
˙
kama al¯‘Askarl̄ya,” December

8.

Muntadā Jamāl al¯Atāsl̄ li¯l¯H˙
iwār al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄―Majlis

al¯Idāra 2005. “Bayān min Muntadā al¯Atāsl̄ : Is
˙
rār

al¯Niz
˙
ām ‘alā al¯Nahj al¯Khāt

˙
i’ bi¯I‘tiqāl al¯Ustādh

‘All̄ al¯‘Abd Allāh,” May 16.

al¯Mu’tamar al¯Wat
˙
anl̄ al¯Sūrl̄ 2005. “Bayān S

˙
uh

˙
ufl̄ : Lā

Nat
˙
lub min Ah

˙
ad an Yufakkir ka¯l¯Ākhar l ākin

Sā‘adū¯nā an Nanz
˙
ur fl̄ Dhāt al¯Ittijāh,” August 16.

al¯Mu’tamar al¯Wat
˙
anl̄  al¯Sūrl̄（al¯Multaqā al¯Wat

˙
anl̄

li¯l¯H
˙

iwār al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄―Bārl̄s 1）2005a. “Bayān

S
˙

uh
˙
ufl̄,” September 23.

――― 2005b. “Muqarrarāt wa Taws
˙

l̄yāt al¯Multaqā al¯
Wat

˙
anl̄ li¯l¯H˙

iwār al¯Wat
˙
anl̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄―Bārl̄s

1,” September 29.

Reuters 2004. “Large Syrian Military Convoy Pulls Out of 

Lebanon,” September 22.

SANA（Syrian Arab News Agency）2005a. “al¯Sayyid al¯
Ra’l̄s Yulql̄ Kalima Shāmila amāma Majlis al¯Sha‘b,”

March 5.

――― 2005b. “al¯Mu’tamar al¯Qut
˙
rl̄ Yantakhib A‘d

˙
ā’ al¯

Qiyāda al¯Qut
˙
rl̄ya,” June 9.

――― 2005c. “al¯Sayyid al¯Ra’l̄ s Yus
˙
dir ‘Afwan ‘an

/190/Sajl̄nan Siyāsl̄yan,” November 2.

――― 2005d. “al¯Sayyid al¯Ra’l̄ s Bashshār al¯Asad

Yulql̄  Kalima Siyāsl̄ya Shāmila ‘alā Madraj Jāmi‘a

Dimashq,” November 10.

al¯Tah
˙
āluf al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā and al¯Jabha

al¯Dl̄ muqrāt
˙
l̄ ya al¯Kurdl̄ ya fl̄  Sūriyā 2005a. “al¯

Tah
˙

āluf wa al¯Jabha al¯Kurdl̄ya Yuh
˙
ammilāni al¯

Sult
˙
a Mas’ūll̄ya Ightiyāl al¯Shaykh al¯Khaznawl̄ wa

Yad‘wāni li¯Tashkl̄l Lajna Tah
˙
ql̄q Duwall̄ya,” June 5.

――― 2005b. “Balāgh S
˙
ādir ‘an al¯Ijtimā‘ al¯Mustarak 

min al¯Jabha wa al¯Tah
˙
āluf,” July 1.

al¯Tah
˙
āluf al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā, al¯Jabha al¯

Dl̄muqrāt
˙
l̄ya al¯Kurdl̄ya fl̄ Sūriyā, H

˙
izb al¯Ittih˙

ād al¯
Sha‘bl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā and al¯H˙

izb al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄

al¯Kurdl̄ al¯Sūrl̄ 2005. “Bayān ilā al¯Ra’y al¯‘Āmm,”

March 3.

al¯Tah
˙

āluf al¯Dl̄ muqrāt
˙
l̄  al¯Sūrl̄  2004. “al¯Bayān al¯

Khitāml̄ li¯A‘māl al¯Mu’tamar al¯Thālith li¯l¯Tah
˙
āluf

al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Sūrl̄,” July.
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al¯Tajammu‘ min Ajl Sūrl̄ya 2005. “Bayān S
˙

uh
˙
ufl̄ min al¯

Multaqā al¯Wat
˙
anl̄ li¯l¯H˙

iwār al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄―Bārl̄s

2,” October 14.

al¯Tajammu‘ al¯Wat
˙
anl̄ al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄  fl̄  Sūrl̄ya 2005.

“Bayān ilā al¯Sha‘b,” April 17.

al¯Tajammu‘ al¯Wat
˙
anl̄  al¯Dl̄ muqrāt

˙
l̄  fl̄  Sūrl̄ya, al¯

Tah
˙
āluf al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūrl̄ya, al¯H˙

izb al¯
Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā（al¯Bārtl̄）, al¯H˙

izb al¯
Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Wat

˙
anl̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā and al¯H˙

izb

al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ al¯Taqadduml̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā 2005.

“Bayān Mushtarak,” October.

al¯Tajammu‘ al¯Wat
˙
anl̄  al¯Dl̄ muqrāt

˙
l̄  fl̄  Sūrl̄ ya, al¯

Tah
˙
āluf al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā, al¯Jabha al¯

Dl̄muqrāt
˙
l̄ya al¯Kurdl̄ya fl̄ Sūriyā, Jam‘l̄ya H

˙
uqūq al¯

Insān fl̄ Sūriyā, H
˙

izb al¯‘Amal al¯Shuyū‘l̄, Lijān Ih
˙
yā’

al¯Mujtama‘ al¯Madanl̄, Lijān al¯Difā‘ ‘an al¯H˙
urrl̄yāt

al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄ya wa H

˙
uqūq al¯Insān, Lajna al¯Difā‘

‘an H
˙

uqūq al¯Mujarradl̄n min al¯Jinsl̄ya, Muntadā

Jamāl al¯Atāsl̄  li¯l¯H
˙

iwār al¯Dl̄ muqrāt
˙
l̄ , Nāshit

˙
ū

Munāhad
˙
a al¯‘Awlama fl̄ Sūriyā and al¯Munaz

˙
z
˙

ama

al¯‘Arabl̄ ya li¯H
˙

uqūq al¯Insān fl̄  S ūriy ā 2004a.

“Bayān fl̄  al¯Yawm al¯‘Ālaml̄  li¯H
˙

uqūq al¯Insān,”

December 9.

――― 2004b. “Bayān S
˙

uh
˙
ufl̄  : Nastankir al¯Ijrā’āt al¯

Qam‘l̄ya… d
˙
idda H

˙
aqq T

˙
abl̄‘l̄ li¯Kull Muwāt

˙
in fl̄ al¯

Ta‘bl̄ r ‘an Ra’y¯hi wa Ibdā’ Ih
˙
tij āj¯hi al¯Silml̄ ,”

December 9.

Taql̄ al¯Dl̄n, Randa 2004. “Lubnān : I‘āda “Tamawd
˙
u‘” 3

Maf āriz Amnl̄ ya Sūrl̄ ya wa Rāys wa Bārniyl̄ h

Mutamassikān bi¯Tanfl̄dh 1559.” al̄ H
˙

ayāt, December

19.

Tayyār al¯Mustaqbal al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā 2005a. “al¯Niz
˙
ām

al¯Dākhill̄ li¯Tayyār al¯Mustaqbal al¯Kurdl̄ fl̄ Sūriyā

（Mat
˙
rūh

˙
li¯l¯Niqāsh）,” May 11.

――― 2005b. “Tas
˙
rl̄h

˙
,” May 20.

――― 2005c. “Balāgh Khitāml̄  S
˙

ādir ‘an al¯Ijtimā‘ al¯
‘Āmm al¯Ta’sl̄sl̄ li¯Tayyār al¯Mustaqbal al¯Kurdl̄ fl̄

Sūriyā,” May 29.

――― 2005d. “Tas
˙
rl̄h

˙
: Natad

˙
āman ma‘a al¯Masl̄ra allatl̄

Sa¯Takhruj Ghadan,” June 4.

Tayyār al¯Mustaqbal al¯Kurdl̄  fl̄  Sūriyā―Maktab al¯
‘Al āq āt al¯‘Āmma 2005. “Bayān : Najid fl̄  I‘l ān

Dimashq Khat
˙
wa Mutaqaddima lākinna al¯Wujūd al¯

Qawml̄ al¯Kurdl̄ ghayr Qābil li¯Tafāwud
˙
,” October

18.

al¯Tayyār al¯Sūrl̄  al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄  2005. “Bayān min al¯

Tayyār al¯Sūrl̄ al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄,” November 9.

al̄ Thawra 2005. “Mi’āt al¯Ālāf min Jamāhl̄r Dimashq wa

H
˙

alab Tataz
˙
āhar Ih

˙
tijājan ‘alā al¯Taqrl̄r wa Tuh

˙
ayyl̄

Mawāqif al¯Ra’l̄s al¯Asad : Lā li¯l¯Ittihāmāt… Na‘am

li¯l¯H
˙

aql̄qa… Ibh
˙
athū ‘an al¯Qatla bayna ‘Umalā’

Isrā’l̄l wa al¯Mustafl̄dl̄n min al¯Jarl̄ma,” October 25.

al¯Wifāq al¯Dl̄muqrāt
˙
l̄  al¯Kurdl̄  al¯Sūrl̄  2005a. “Bayān

h
˙

awla Ightiyāl al¯Shahl̄d Kamāl Shāhl̄n,” February

18.

――― 2005b. “‘Amall̄ ya Ightiyāl fl̄  Madl̄ na H
˙

alab,” 

August 13.

――― 2005c. “Mashrū‘ H
˙

all al¯Qad
˙
l̄ ya al¯Kurdl̄ ya fl̄

Sūriyā,” November 1.

――― 2005d. “Ind
˙
imām al¯Wifāq al¯Dl̄muqrāt

˙
l̄ al¯Kurdl̄

al¯Sūrl̄  ilā I‘lān Dimashq : Bayān h
˙

awla al¯Mawqif

min I‘lān Dimashq,” November 11.

（2006年3月脱稿）

（あおやま　ひろゆき／地域研究センター）


